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ま え が き 
 

農林水産業・食品産業のさらなる発展を図るためには、基盤と

なる生物遺伝資源を確保・利用して新品種の育成や先端技術の開発

に取り組んでいくことが益々重要となっているとの認識に基づき、

昭和 60 年に農林水産省ジーンバンク事業が開始された。平成 5 年

に「生物多様性条約（CBD）」が発効して後、生物遺伝資源を巡

る国際的な潮流は、「人類共通の財産」から「原産国の主権的権利」

を認める考え方に変化し、生物遺伝資源のアクセスと利益配分に関

する国際的な議論が始まった。植物遺伝資源については、2004 年

6 月に「食料農業植物遺伝資源条約（ITPGR）」が発効した。わが

国は ITPGR に未加入であったが、今年度中の加入が予定されてい

る。また、生物遺伝資源のアクセスと利益配分について、CBD や

ITPGR のほか、国際知的所有権機関等の論議に参加している。 
平成 13 年に閣議決定された第 2 期科学技術基本計画において、

生物遺伝資源を含む知的基盤の重要性が強調され、同時に科学技

術・学術審議会答申「知的基盤整備計画」において、国が重点的か

つ主体的に整備すべきバイオリソースについて、2010 年（平成 22
年）時点で世界最高水準を目指すという目標が提示された。第 3
期科学技術基本計画「第 3 章 科学技術システム改革、3.科学技術

振興のための基盤の強化」の中では、生物遺伝資源等の研究用材料

について質的観点を指標とした整備が謳われている。また、国際的

連携として、品種の均一化、熱帯林の減少等により、貴重な生物遺

伝資源が急速に滅失する恐れがある国々、特にアジア各国との連携

による生物遺伝資源整備に積極的に参加していくとしている。 
平成 13年の独立行政法人化に伴い統合・再編された当研究所は、

農林水産省ジーンバンク事業から食料・農業のための植物、微生物、

動物遺伝資源部門と DNA 部門を引き継ぎ、中期目標・計画に基づ

いた農業生物資源ジーンバンク事業を開始した。独法化後 5 年間の

第 1 期中期計画期間では、当研究所をセンターバンクとし、農業・

食品産業技術総合研究機構をはじめ関係機関をサブバンクとする

事業実施体制の下、食料・農業に係る有用な生物遺伝資源の保存と

利活用促進を目標に知的基盤整備の一翼を担ってきた。平成 18～
22 年度の第 2 期中期計画期間においても、関係者一丸となり、当

事業の一層の展開を推進してきた。 
本報告書は、当事業の第 3 期中期計画 2 年目にあたる平成 24 年

度事業実績をとりまとめたものである。今期中期計画期間における

事業の円滑な推進ほか、生物遺伝資源に係る試験研究、技術指導等

に役立てていただければ幸いである。 
 

平成 25 年 3 月 
独立行政法人 農業生物資源研究所 
ジーンバンク長 河瀨眞琴 
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Ⅰ．事業の運営と評価 
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１） 事業実施体制

農業⽣物資源研究所 中期計画（抜粋）

第２ 国⺠に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する
⽬標を達成するためとるべき措置

１ 試験及び研究並びに調査
（１）研究の重点的推進

[別添]に⽰した研究を重点的に推進する。
なお、これらの研究の推進に当たっては、

① 成果の活⽤を円滑に進めるため、応⽤研究を担う研究機関等との連
携・協⼒の下で、戦略的に推進する。

② 他の農業関係研究開発独⽴⾏政法⼈との連携を⼀層強化し、各法⼈
の有する研究資源を活⽤した共同研究等を効率的に推進する。
[別添] 試験及び研究並びに調査に係る研究の推進⽅向
１ 画期的な農作物や家畜等の開発を⽀える研究基盤の整備
（１）農業⽣物遺伝資源の充実と活⽤の強化
植物・動物・微⽣物遺伝資源は、育種やゲノム研究等の研究開発を通

じて我が国の⾷料・農業の持続的な発展に資するアグリバイオ研究基盤
としてますます重要性を増している。
遺伝資源を取り巻く国際的な状況の変化等に対応した我が国の遺伝資

源に関する施策・⽅針に基づき、育種に関するニーズの変化等に応え得
るよう、ジーンバンクとして、他の独⽴⾏政法⼈等と連携して多様な⾷
料・農業遺伝資源を対象地域・種類を定めて収集し、特性評価、保存及
び配布等を進める。
この推進のために、遺伝資源に関する解析研究や現地調査の実施で得

られる分⼦遺伝学的多様性やGISデータの付加による情報の⾼度化、利⽤
者の利便性向上に向けた多様性情報に基づくイネ以外の主要作物・近縁
野⽣種のコアコレクションや分類検証した微⽣物の推奨菌株セット等の
充実、マメ類における有⽤特性の評価と育種利⽤に向けた実験リソース
の整備、有⽤遺伝⼦の探索や機能解析研究等に活⽤できる各種変異体の
放射線照射等による作出、保存の効率化に向けた栄養繁殖作物等に適し
た保存技術の開発及び超低温保存等の活⽤、及び、蓄積した遺伝資源と
情報を利⽤者に提供する態勢の強化等の取組を⾏う。
なお、これらの取組に当たっては、諸外国との共同現地調査や共同研

究等を積極的に実施し、海外研究機関や国際研究機関等との連携・協⼒
を推進する。

農業生物資源研究所 （センターバンク）
総括：遺伝資源センター長

サブバンク
農業・食品産業技術総合研究
構構 （8研究所）
農業環境技術研究所
国際農林水産業研究センター

病原微生物，食品微生物，
酵母，共生微生物等の細
菌，糸状菌，ウイルス 等

２９,３８１点

サブバンク
農業・食品産業技術総合研究
機構（1研究所）
農業環境技術研究所
家畜改良センター

牛，豚，鶏の在来種，カイ
コの在来種，天敵昆虫類
等

１,８６３点

植物
遺伝資源部門

サブバンク
農業・食品産業技術総合研究

機構 （10研究所）
国際農林水産業研究センター
種苗管理センター
家畜改良センター

イネ，ムギ，マメ，果樹，野
菜，花き等の在来種，改
良種，野生種 等

２１９,０８１点

ジーンバンク事業連絡協議会
(センターバンク及びサブバックの責任者で構成）

微生物
遺伝資源部門

動物
遺伝資源部門

DNA
部門

イネDNA、ブタDNA、カイコ
DNA及びゲノム情報、相
同性検索

６６２,２４６クローン

農業生物資源ジーンバンク事業

農林水産技術会議事務局
科学技術基本計画に基づく知的基盤整備としての

農業生物遺伝資源の整備を国内外の連絡・調整を含め推進

ジーンバンク事業評価委員会
（外部評価委員６名）

平成20年度よりＤＮＡバンク
はセンターバンクのみ
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２）平成24年度農業生物資源ジーンバンク事業連絡協議会 
 
１．日 時 平成25年1月28日（月）13:30～17:00 
 
２．場 所  農業生物資源研究所 本部地区  

      構造生物学研究棟付属施設(アネックス)２階 共用第３会議室 
 
３．出席者 

農林水産技術会議事務局 技術政策課  技術安全室室長        鈴木  富男                             

                                  研究専門官                 奥泉 久人  

研究開発官（食の安全、基礎・基盤 ）室 研究専門官          谷内 純一 

大臣官房 環境政策課        課長補佐            山本 昭夫 

 

サブバンク 

農業・食品産業技術総合研究機構 

本部             研究管理役         別所 英男 

中央農業総合研究センター   病害虫研究領域              水久保隆之 

作物研究所          稲研究領域長              根本  博 

畑作物研究領域       羽鹿 牧太 

大潟 直樹 

片山 健二 

麦研究領域         乙部千雅子 

果樹研究所研         品種育成・病害虫研究領域  池谷 祐幸 

花き研究所          花き研究領域        山口 博康 

野菜茶業研究所        野菜育種・ゲノム研究領域  小原 隆由 

畜産草地研究所        家畜育種繁殖研究領域    韮澤圭二郎 

飼料作物育種研究グループ長 水野 和彦 

動物衛生研究所        知的基盤管理室長      山田 俊治 

農業環境技術研究所                       小板橋基夫 

国際農林水産業研究センター    生物資源・利用領域長     末永 一博 

熱帯・島嶼研究拠点                                   山中 愼介 

種苗管理センター                 業務調整部長                中村 利男 

家畜改良センター                 改良技術部長         小松田 厚 

 

センターバンク［(独)農業生物資源研究所］ 

遺伝資源センター長          河瀨 眞琴 

ゲノムリソースユニット長  長村 吉晃 

ジーンバンク事業推進室長    原   哲志 

その他ジーンバンク関係者 

 

 

４．記 録 

 （１）開会・出席者紹介                    （生物研・河瀨 センター長） 

 

（２）生物遺伝資源を巡る動向について 

（技術会議事務局・鈴木 技術政策課技術安全室室長） 

   生物遺伝資源に関する各条約の位置付け、国内、国外情勢、特にＩＴ

ＰＧＲ条約の批准に関して情報提供を受けた。 

 

（３）平成２４年度事業実績及び平成２５年度事業計画（案）  （生物研） 

    平成２４年度事業実績及び平成２５年度事業計画（案）の、収集・受

入、増殖・保存、特性評価、配布、情報管理提供等の各項目について

検討された。 

平成２５年度事業計画（案）については、微生物部門サブバンクへの             

近畿中国四国農業研究センターの参画、ＤＮＡ部門配布業務内容の変

更を含めて説明・質疑が行われ、一部策定中の課題はあるが、了承さ

れた。 

 

（４）その他質疑より 

ジーンバンク遺伝資源の利用促進についてどのような方法が考えられ

るか、意見交換がなされた。 
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３）平成24年度 農業生物資源ジーンバンク事業 評価委員会 
 
１．日 時 平成25年2月18日（月） 13:30～17:15 
２．場 所 農業生物資源研究所 本部地区 研究本館2階 特別会議室 
３．メンバー 

評価委員 
     大熊 盛也   （独）理化学研究所 バイオリソースセンター 微生物材料開発室長 

甲斐   藏       日本大学  生物資源科学部 教授（欠席：書面審査） 
倉田 のり      情報・ｼｽﾃﾑ研究機構 国立遺伝学研究所 副所長  
野原  宏       日本種苗協会理事 
中川原捷洋      元 社団法人 農林水産先端技術産業振興センター 非常勤顧問 
渡邉 和男      筑波大学大学院 生命環境科学研究科 教授 

農林水産技術会議事務局 技術政策課 
鈴木   富男   技術安全室長 
奥泉 久人   研究専門官 

農業生物資源研究所  
河瀨 眞琴      遺伝資源センター長  
 長村 吉晃     ゲノムリソースユニット長 
原  哲志    ジーンバンク事業推進室長   その他ジーンバンク関係者  

 
４．会議記録 
（１）開会 ・評価委員自己紹介  （生物研・河瀨 遺伝資源センター長） 
 
（２）遺伝資源を巡る情勢について（技術会議事務局・鈴木技術安全室長） 

 連絡協議会と同様に、生物遺伝資源に関する各条約の位置付け、国内、国外情勢、特にＩ
ＴＰＧＲ条約の批准に関して情報提供を受けた。 
 

（３）座長選出と評価方法の説明 
 中川原評価委員が座長として選出された。次いでジーンバンク事業推進室より資料の確認
および評価方法の説明が行われた。 
 

（４）連絡協議会の報告  （生物研・原ジーンバンク事業推進室長） 
 1月28日に行われた連絡協議会について、議事録をもって報告された。 
 

（５）ジーンバンク事業のこれからについて （生物研・河瀨 遺伝資源センター長） 
 国際連携を目した活動について、遺伝資源国際連携室の活動、生物研重点化予算での活動、
JATAFFへの協力、国際会議における連携の働きかけ等の説明があった。 
 

（６）平成23年度事業実績及び平成24年度事業計画案 
 連絡協議会で了承された資料に基づいて各ユニット長からの説明が行われ、評価委員から
の質問に対し以下が補足された。 

・植物遺伝資源部門に係る事項 
 DNA 多型情報は海外ジーンバンクでも整備され始めており、同様のデータをネットワーク
化することは必要と考えられるので、具体的な進め方を検討していきたい。国内遺伝資源収
集対象は偏っているわけではなく、そのときの育種目標に応じた収集（バイオマス関連な
ど）が行われたり、戦略的にも重要な遺伝資源収集が行われている。たとえばツルマメは主
要穀物で野生種が日本に存在する貴重な遺伝資源なので、集中して収集が行われている。遺
伝資源利用の出口に関しては、トピック的な利用についてのモニタリングやアピールが必要
なので留意したい。アクティブ化コレクションの点数は、毎年、少しずつ増えているが、ア
クティブ化率の分母となる点数にアクティブ化が非常に困難な系統を含めるか除外するかの
判断に関しては、内部での検討が必要。 

・微生物遺伝資源部門に係る事項 
 微生物の塩基配列データは将来的には DDBJ 等の外部の公的データベースにも登録を予定
しているが、アクセッションの分類を整理してからでないと外部データベースへ正確なデー
タとしての登録はできないので、現在は論文等になった微生物株を除いてはジーンバンクの
データベースでのみ閲覧できる状況である。動衛研保存の危険度の高い菌は配布には制限が
必要だが、ワクチン開発等には必要な貴重な遺伝資源であるので、それらのジーンバンクと
しての保持の方策について今後検討行っていきたい。特性評価課題の外部委託は、実績があ
る研究者にジーンバンクから依頼する形で行っている。 

・動物遺伝資源部門に係る事項 
 動物遺伝資源に関しては、民間からの受入があり、やり取りの際には必要に応じて覚書を
作成し、合意した条件の下での受け入れを行っている。 

・ＤＮＡ部門に係る事項 
 データベースへのアクセス件数は「よく使われている」とみなすことができる。データが
活用される一方で、より優れたリソースの公開後は古いリソースの配布希望が減ることから、
保存すべきリソースの整理が必要になる。かずさDNA研究所でのシロイヌナズナリソースの
配布終了件等を参考に、どのようなリソースを保存し配布すべきかは検討していきたい。イ
ネのオントロジー検索データベースについては検討していきたい。イネゲノムリソースセン
ターで配布している Tos 系統や CSSL については、ゲノム研究時代にマッチした研究リソー
スとして人為的に作出された研究材料であり、これまで自然界から収集されたジーンバンク
保存の遺伝資源とは分けて考えているが、利用者の視点・利便性から考えると将来的には一
元化の方向も検討すべきと思われる。 

  ・配布一般に係る事項 
 オンライン化により、申請から配布までの事務が簡素化されスピードアップされた。いも
ち病菌など戦略物資扱いの病原菌については外国へは配布しないなど、配布の際には各種の
法的規制に留意している。 

  ・情報に係る事項 
 遺伝資源を利用しての特許申請については、ジーンバンクが独自に調査するのではなくユ
ーザーからの申請に基づいてカウントしている。ただし、ユーザーが必ずしも報告するとは
限らないので、留意するようにしている。 
 

（7）評価委員講評 
・野原委員：毎年、理解しやすい報告になってきている。地味な仕事だが、現在は、国際条約が
らみで光があたっている時期なので、有効に利用してほしい。 
・渡邉委員：国内外ともに厳しい情勢の中で、十分に健闘している。独法化の前後で、農林水産
省とジーンバンクとの間での情報管理に差があるように思われるが、両者で補完しながら情報を
うまくまとめてほしい。 
・倉田委員：遺伝資源に関する情報が充実されてきている点を評価したい。情報の公開には慎重
にとの技術会議からのコメントもあったが、情報とものとのリンクは非常に強力なツールになり
うるので、継続してさらに充実させてほしい。 
・大熊委員：アクティブ化への強い意識やユーザーの立場に立った情報整備には感銘を受けた。
予算が減る中で、何をターゲットにすべきかを検討することも必要である。また、遺伝資源利用
の成果を積極的に発信する必要性については、理研も同じ立場にあるので、協力して検討してい
きたい。 

・中川原委員：半日の会議にしては、情報量が多く範囲が広い。これまで、遺伝資源事業では、遺伝
資源を収集し、評価し、保存して、「もの」についての情報を整備し発信してきている。こうした情
報は重要であり、本来の目的以外の分野でも評価されてきている。渡邉委員の発言を受け、オブザー
バーである鈴木室長から以下のコメントがあった。 

 国内の民間にはデータを公開していってほしいが、知財管理の面からは、諸外国、特に中国へ
のデータ公開について大臣が非常に気にしており、情報公開については慎重に検討していただき
たい。また、名古屋議定書に関しても国益に利するように対応を慎重に考えていきたい。 
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別表(平成２４年度実績及び平成２５年度計画の評価）

評価点 評価 評価点 評価

収集・受入 100 A 100 A

・世界一アブラナ科野菜を食べている我が日本国ですので日本食を世
界に広める為にも、アブラナ科のコレクションの拡充を引き続きお願いい
たします。
・国内収集では特に野生種との関連で今後の計画を立案することも一
つの方向。海外共同調査では東南アジア諸国との連携は重要。遺伝資
源の種類を幅広くして活動されるのを期待。
・国内施作に応じた需要への対応で新規の対象植物種を国内探索計画
することは産業界需要支援及び地域振興にもつながり資するところ大で
評価できる。ツルマメに関わる収集調査は、遺伝子組換え体のリスク評
価にも役立っており、学術基盤の価値も高い。

増殖・保存 100 A 100 A

・当ジーンバンクの特徴は、他の国や機関と比較して、公開しアクティブ
化している遺伝資源の比率が高いことと思う。今後は、その内容を吟味
して、アクティブ化する必要のない素材などを議論してほしい。
・海外での増殖委託については、コスト面や生物学的特性などを考慮し
て非常に有効な行動であると考えます。一方、海外増殖拠点を形成する
などの検討もコスト面や管理面で検討有ればと存じます。

特性評価 92 A 100 A

・ナスのコアコレクションの完成を期待しています。
・目的のない無方向の特性評価をすることは難しいが、将来の特性検定
に向けたコア・コレクションの作成などという目的の明確な評価は是非進
めて欲しい。
・多様なコアーコレクションの充実を今後も期待する。

配布・情報 100 A 100 A

・全体像の解説が欲しい。
・配布後のフィードバックについて、利用者により還元が進む様に検討さ
れるとのことで期待する。

その他コメント

・野菜の育種素材化とコレクションの拡充を望みます。
・組織体制の強化と同時に施設の充実を期待。なお、全部門に着いて
言えることであるが、次回以降、新たな施設等の見学等を考えていただ
ければ幸い。
・国際法加盟準備に伴い独法化以前の遺伝資源入手等の手続き情報
はMAFF自体で管理していたと認知しています。過去の遺伝資源入手で
独法化以前については、MAFF自体での過去の情報管理責任を十分に
とっていただきたい。これは遺伝資源のABS手続きを過去に遡及するこ
とではなく、当時の遺伝資源入手の経緯をできるだけ、MAFFが古文書
を提供あるいは確認しNIASを支援すべき。

部門計 98 A 100 A

植物遺伝資源部門
平成24年度　事業実績 平成25年度　事業計画

集計
講評

集計
講評

・国内海外ともに適切に活動している。今後ともの客観的な記録の記載を
期待。
・国際的にはアクセスのみならず、連絡接点の作り方も難しくなっており、
まずは交流を行い相互理解するなどの努力をされていることは高く評価
できる。遺伝資源外交は日本の国策の重要な部分であり、日本のABSモ
デルとして立派に活動されている。

・適切に増殖保存を行っている。難増殖性の遺伝資源の保存増殖につい
て、これをアクティブ化することの是非を議論してほしい。
・アクティブコレクションの数を考えると限られた人員やコストで有効に増
殖及び管理がなされていると存じます。コアーコレクション配布用の手配
等利用者に利便性高いサービスは特に○。

・特性評価をする是非は以前より議論がある。ここでは、将来利用に向け
てコレクションの中味の評価を試みているのは評価する。
・バイオマス作物等新規の対象も政府施作に応じて、でてきており情報の
需要に対してうまく対応している。

・ほぼ適正。
・各種のデーターベースの公開等、利用者に資するところ大である。

・遺伝資源国際連携室を始めとした、研究ユニットとの協力連携を深め
て、特色ある遺伝資源センターの確率を早急にして、ＩＴＰＧＲのアジアに
於る主導的立場を維持していくことが国策に沿うものと考えます。この機
を逃すことなく一層の拡充をはかり日本農業発展に寄与していただくこと
を期待しています。
・探索導入調査報告書（２８巻）など、公刊したものは評価委員に提示して
頂くとありがたい。
・SATREPS事業等ODA経由での遺伝資源アクセスへの機会を推進され
るなど、外部資金での自助努力も評価高くできる。
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評価点 評価 評価点 評価

収集・受入 100 A 92 A

・サブバンク等との一層の連携をはかりこの部門が一層の充実がはか
られることを期待しています。
・アクティブ株を増やすことは重要であるが、アクティブ化できないものも
あろう。識別が必要でる。非アクティブ株は①まだアクティブ化していな
い未アクティブ株と②将来の居てもアクティブ化できそうにない非アク
ティブ株に分けるなど、考慮して欲しい。
・アクティブ率向上と新規登録のオンライン化は継続して着実に進むこと
を期待する。外部委託課題を上手に利用して、有用な遺伝資源の戦略
的な収集計画（長期的な目標と来年度その目標に向けて何をするのか）
を示すとより良いと思われる。

増殖・保存 100 A 92 A

・早急に計画案を立てて欲しい。
・綿密な品質管理、分類検証の計画は、正しいものを保存して利用に供
するためにも重要で大変良い計画である。センターバンクへの集約で効
率化をはかることも評価でき、品質の標準化にも貢献すると期待され
る。一方、サブバンクの独自性と特徴を生かした分担も重視されている
と推定するが、明確にして計画として提示し実施するとより良い。

特性評価 92 A 92 A

・特性評価については微生物遺伝資源の管理上大変重要な課題であ
る。安全管理を目標に十分周到に活動して欲しい。
・各サブバンクで多くの特性評価課題が計画されており、達成されれば
大きな進展となる。今年度達成率の低かったサブバンクのいくつは計画
株数が見直されているが、原因を究明して当初の計画の達成をめざす
ことにも期待したい

配布・情報 100 A 83 A

・情報管理に関しては、もう少し具体的に記述して欲しい。
・説明の時間的制約があったためかもしれないが、本事項に関しては他
と比べて計画があまり充実していないように見受けられた。配布先、種
類別、年次推移と分類して集計されているので、分析して将来の整備計
画に生かすと良いと思われる。大変難しいことではあるが、利用ニーズ
の動向を把握し、それに応じて戦略的に整備すべき微生物遺伝資源と
その特性・情報を選定して重点化することも、将来的に大切かもしれな
い。

その他コメント

・他機関との共同作業や共同研究は今後とも活発となるよう期待する。
・外部委託課題については検討中とされており、評価が困難である。具
体的な委託先でなくとも、委託で重点的に取り組むべき課題や方針を示
していただけると議論が可能になるのでは。今年度の委託課題は分類
検証についての課題が多いが、分類は微生物遺伝資源において極めて
重要であり適切と判断できる。一方で、 barcodingの取り組みを進めると
専門家でなくとも客観的な検証が可能となり得るので、例えばセンター
バンクに解析部門を設置して対応することも効率的かもしれない。

部門計 98 A 90 A

微生物遺伝資源部門
平成24年度　事業実績 平成25年度　事業計画

集計
講評

集計
講評

・この部門の事業及び研究も順調に進展していると評価します。ほぼすべ
てがアクティブ化されていることは今後利用される期待大である。
・適切に活動し事績をあげている。
・目標を上回る収集・受入実績、非公開期間を設定して全ての新規登録
をアクティブ株とした実績は高い評価に値する。オンライン化への取り組
みが進んでいることは、事業の効率化にも利用者のアクセスを容易にす
る点でも大変望ましい。

・高いアクティブ化率の実績、サブバンクからセンターバンクへの移管を
進めた実績は、それぞれ利用の促進と集約による事業の効率・合理化に
大いに貢献すると期待され、高い評価に値する。barcodingによる遺伝資
源の分類の正当性等の取り組みは重要であり、積極的に進められること
を期待するが、同時にこの取り組みの成果を微生物株の情報とし、利用
者へ発信することにも努めてほしい。

・植物病原菌という明確なターゲットを提示し、病原性を中心とした特性評
価の実績は高く評価できる。植物病原菌以外にもサブバンクの特徴が生
かされた特性評価が実施されている。

・病徴と病名及び病原菌まで相互にリンクされれば実用面でも一層の進
展がはかられると考え評価します。
・登録システムの運用は上手くいっているか、如何？
・配布数が極めて多かった昨年度に比べると今年度の配布数は減少の
見込みであるが、高いレベルを維持している。学会の植物病理目録との
相互リンクや微生物遺伝資源マニュアルの発信など利用者の便宜をはか
る試みは高い評価に値する。

・利用者の論文や特許等の成果は、事業の貢献を示す良い指標と考えら
れる。提供後に追跡調査を実施していることは良い取り組みであるが、
データベースを検索するなど積極的に情報を収集して発信するとよいと思
われる。
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評価点 評価 評価点 評価

収集・受入 92 A 100 A

・次年度は新個体管理による全体像を紹介して欲しい。
・家畜・家禽を継続的に収集に努めようとしていることは評価できる。凍
結精液や始原生殖細胞に限定されていたが、生体での受入を計画され
ているので、サブバンク等を利活用した生体での保存の道を切り拓いて
いくよう希望する。

増殖・保存 100 A 92 A

・微生物の項で述べたように、微生物に限らず、植物でも動物でも共通
であるが、非アクティブコレクション＝未アクティブコレクション（これから
アクティブ化できるもの）+非アクティブコレクション（将来アクティブ化でき
そうにないもの）に分ける必要はないか。
・収集・受入の計画では、点数の大幅な増加は図られていないが、アク
ティブ化を計画し、その割合の向上を計画しているところが評価される。
危機管理の面からは、サブバンク等を利活用した保存方法も計られるこ
とが必要であろう

特性評価 100 A 92 A

・今後における特性評価の具体的な目標を示してほしい。
・特性評価のさらなる向上を計画している。ミツバチに限定されているの
で、家畜・家禽における特性評価課題を設定し、実績とその成果の実用
面での応用が期待される。これには動物遺伝資源部門の予算の少なさ
が障害である。

配布・情報 100 A 92 A

・情報管理については具体的成果を期待する。
・動物遺伝資源情報管理において必要な、遺伝資源の来歴・在庫管理
プログラムなどの開発・改修が計画されている。Web検索における重要
性はますます増加するので、この分野の予算化も必須である。

その他コメント

・この部門の収集・受入・増殖・保存・評価どれもご苦労の多いこととは
思いますが、方向性も定まってきたように評価します。特に増殖・保存の
研究も重要であることが感じられました。一層の拡充がはかられますこ
とを期待しています。
・限られた予算と少ない人員である。それぞれの計画を遂行するには多
くの努力を必要とするので、計画が十分に達成されるのか危惧される。
家畜改良センター等のサブバンク機関との運営はもとより、家畜の生体
での保存においては、大学や民間との協力も必要である。

部門計 98 A 94 A

動物遺伝資源部門
平成24年度　事業実績 平成25年度　事業計画

集計
講評

集計
講評

・新規に１０点を収集・受入し、また追加として７点を導入したことは評価で
きる。しかし、家畜・家禽では凍結精液や始原生殖細胞に限定されていた
ので、生体での収集の実績が待たれる。

・保存方法の開発とＡＮＪＰ番号の管理に移行されたことを評価いたしま
す。
・新規に１０点を収集・受入し、また追加として７点を導入したことは評価で
きる。またアクティブコレクションは２２点増加させ、割合は７２．１％とし、
計画より高い数字を残し、保存達成率は１００％とした、その努力は評価
できる。

・具体的な課題の成果内容で評価できる。
・新規598点の特定実績で計画の98% であった。それは評価できるが、カ
イコに限定され、家畜・家禽においては実績が得られなかった。しかし、サ
ブバンクを活用して3次特性ではほぼ100％の実績は評価に値する。

・情報交換、材料交換の努力が見られる。
・動物関連の配付の実績はカイコに依存して、件数の減少はそれによる。
論文を活発に発信していることが評価できる。Webサイトでは、遺伝資源
検索システムが稼働していて、よく更新され、アクセス数も順調に増加し
ている。
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評価点 評価 評価点 評価

受入 100 A 92 A

・業務の一本化は適切。効率と管理評価の一元化に期待している。
・2)保存3）配布都の関連もあり、FL-cDNAは利用が少しは見込まれる
が、今後のESTの受け入れは情報だけとすることを検討する時期ではな
いかと思われる。

保存 100 A 100 A

・保存における品質保持は大切であり、この点への配慮は妥当である。
ただし、３）配布の変化に伴う対応を、より効果的に行う事が望まれる。

配布・情報 92 A 100 A

・ＮＩＡＳ　ＤＮＡ　Ｂａｎｋホームページの充実を評価します。特にＦｉｔ-ＤＢ
は印象深く、今後の発展・連携の可能性を感じました。
・今後とも、情報の円滑な活用に向けて努力して頂きたい。
・利用頻度およびこれからの研究環境の変化を考慮すると、情報で置き
換えられる部分は、リソースそのものから情報への置き換えを計画する
事が望ましい。また、ここ数年取り組んでいる、発現解析情報の発信
は、研究を支える情報リソースとして引き続き，質の高い情報発信が望
まれる。その際情報コアとしてのオントロジーの整備が待たれる。

その他コメント

・次回は、DNAバンクと関連する他のプロジェクトとの関係も解説して欲
しい。
・DNAリソースの扱いに付いては、これから５−１０年の間に大きく様変わ
りする可能性が高い。時代の要請、将来の事業のあり方を見据えて、よ
り効果的なリソース事業を考え、適切な計画を検討していただきたい。

部門計 97 A 97 A

評価点 評価 評価点 評価
収集・受入 98 A 96 A
増殖・保存 100 A 96 A
特性評価 97 A 94 A
配布・情報 96 A 94 A

総合 98 A 95 A

平成25年度
事業実績 事業計画

集計 集計
全部門

平成24年度

DNA部門
平成43年度　事業実績

・適切
・BACクローン等、個別に簡単に作成できないリソースを受け入れる事は
有効である。２４年度は計画通りの受け入れが進んでいると評価できる。

・今後とも選別をしっかりして将来利用につなげてほしい。
・DNAクローン等の整理を行い、節電に務めたことは、良い保存体制を保
つ上で効果的であったと思われる。

・関連研究の進展上止むを得ないこともあり、適正な活動をしていると思
う。
・DNAクローンについては、研究環境の変化による需要の変化の結果、
最近５−６年は、ほとんど配布が見られない。特にcDNAやESTなどの配布
は0に近い。しかし、発現情報の多面的な発信については、研究者コミュ
ニティーに貢献していると考えられる。

・研究の進展・完了とともに本事業が左右されることはワールド・ワイドな
事業の為にさけて通れないことと思います。国策にそった事業の一層の
拡充を期待しています。

平成25年度　事業計画
集計

講評
集計

講評
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●国内探索収集調査および海外共同調査　＜平成24年度実績＞

（ア）国内探索収集調査

平成24年度実績

（収集点数・計画の変更・変更要因）

1

農業生物資源研究所
多様性活用研究ユニット
（友岡憲彦）、技術支援室

豆類 ハマササゲ（Vigna marina）、
ナガバハマササゲ（Vigna
luteola）、オオヤブツルアズ
キ（Vigna reflexo-pilosa）、ヒ
ナアズキ（Vigna riukiuensis）

沖縄県　（石垣島、西表
島、宮古島、池間島、来
間島、伊良部島）

平成24年6月11日から15日にかけて、沖縄県石垣島、西表島、来間島、宮古島、池間島、伊良部島においてマメ科植物遺伝資源の探索収集を
行った。石垣島では、ハマササゲ（Vigna marina）生息地5地点、ナガバハマササゲ（Vigna luteola）生息地1地点、ヒナアズキ（Vigna riukiuensis）生
息地1地点、西表島ではハマササゲ生息地5地点、ヒナアズキ生息地1地点、ナガバハマササゲ生息地1地点、来間島ではハマササゲ生息地2地
点、宮古島ではハマササゲ生息地7地点、ヒナアズキ生息地1地点、伊良部島ではハマササゲ生息地2地点、オオヤブツルアズキ（Vigna reflexo-
pilosa）生息地1地点、池間島ではハマササゲ生息地1地点を発見し、種子の収集と可能な場合には根に着生している根粒の収集を行った。収集し
た遺伝資源は、ハマササゲ22点、ナガバハマササゲ2点、オオヤブツルアズキ1点、ヒナアズキ2点、合計27点であった。

これらの遺伝資源は、次年度に栽培し、ジーンバンク事業において特性評価と種子増殖を実施し、研究・教育目的に配布可能なアクティブコレク
ションとしてジーンバンクに保存する。

2

農業生物資源研究所
多様性活用研究ユニット
（友岡憲彦）、技術支援室

豆類 ツルマメ（Glycine soja）、ア
ズキ（Vigna angularis var.
angularis）、野生および雑草
アズキ（Vigna angularis var.
nipponensis）、その他のマメ
類（ヒメツルアズキ（Vinga
nakashimae）、雑草型リョクト
ウ（Vigna radiata））、栽培サ
サゲ（Vigna unguiculata）、
雑草型ササゲ（Vigna
unguiculata）

長崎県　（五島列島） 平成24年10月21日から26日にかけて、長崎県五島列島においてマメ科植物遺伝資源の探索収集を行った。今回の探索では、五島列島のうち4島
において探索を実施し、宇久島で26点、小値賀島で10点、奈留島で4点、福江島で49点、合計89点の遺伝資源を収集した。

収集した遺伝資源の内訳は、野生ダイズ：ツルマメ（Glycine soja）49点、栽培アズキ（Vigna angularis var. angularis）1点、野生および雑草アズキ
（Vigna angularis var. nipponensis）14点、ヒメツルアズキ（Vinga nakashimae）19点、雑草型リョクトウ（Vigna radiata）1点、栽培ササゲ（Vigna
unguiculata）2点、雑草型ササゲ（Vigna unguiculata）3点である。

これらの遺伝資源は、ジーンバンク事業において次年度に生物研本館地区圃場で栽培し、特性評価と種子増殖を実施した後、研究・教育目的に配
布可能なアクティブコレクションとしてジーンバンクに保存する。

3

農業生物資源研究所
多様性活用研究ユニット
（友岡憲彦）、技術支援室

豆類 ヤブツルアズキ（Vigna
angularis var. nipponensis）、
ツルマメ（Glycine soja）、ヤ
ブマメ（Amphicarpa
bracteata）

東京都、埼玉県、山梨
県

平成24年10月16日から18日にかけて、東京都、埼玉県、山梨県においてマメ科植物遺伝資源の探索収集を行った。その結果、ヤブツルアズキ
（Vigna angularis var. nipponensis）29点、ヤブマメ（Amphicarpa bracteata）1点、ツルマメ（Glycine soja）9点、計39点のマメ科作物近縁野生種遺伝
資源の自生地を確認し、種子を収集した。

これらの遺伝資源は、次年度に栽培し、ジーンバンク事業において特性評価と種子増殖を実施し、研究・教育目的に配布可能なアクティブコレク
ションとしてジーンバンクに保存する。

尚、本探索には、ジーンバンク事業で実施している国際共同研究において招聘中のカンボジアおよび生物研重点化プロジェクトにおいて招聘中の
ベトナムからの研究者も参加し、国際交流を深めた。

4

近中四農研
作物機能開発研究領域
(猿田正恭、高田吉丈)

豆類 ツルマメ　(Glycine soja)
ヤブツルアズキ　(Vigna
angularis var. nipponensis)

隠岐諸島を含む島根県 隠岐諸島を含む島根県において探索収集調査を実施し、ツルマメ３０点、ヤブツルアズキ４４点を収集した。

5

東北農業研究センター
畑作園芸研究領域
（本田裕）

雑穀・特用作物 ジュズダマ

ハトムギ

福島県、新潟県 福島県においてジュズダマ6点、はとむぎ3点を、新潟県においてジュズダマ18点、はとむぎ2点を収集した。

6

北海道農業研究センター
酪農研究領域
(眞田康治、奥村健治、小路
敦、田村健一）

牧草・飼料作物 オギ
（Miscanthus sacchariflorus）

北海道、東北 オギの自生系統を北海道内で31点、青森県内で16点、合計47点収集した。

実施機関　（主担当者） 植物種類 対象植物 対象地域

１）植物遺伝資源の収集・受入
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平成24年度実績

（収集点数・計画の変更・変更要因）

7

東北農業研究センター
畜産飼料作研究領域
(藤森雅博）

牧草・飼料作物 オギ
（Miscanthus sacchariflorus）

秋田県と青森県の一部 秋田県と青森県弘前市の合計19地点からオギの収集を行った。

8

果樹研究所
カンキツ研究領域
（喜多正幸）

果樹類 カンキツ（Citrus sp .) 鹿児島県奄美群島（奄
美大島・喜界島・加計呂
麻島）

平成24年9月に探索・収集を実施した。9月時点では種子は未熟種子の可能性があるため、穂木による導入を行った。16点の収集を行い、10点の
活着をみた。

（備考）
平成23年度探索事業（沖縄県先島諸島地域（石垣島・黒島・西表島・与那国島））で収集した個体については、収集個体を接ぎ木し、沖縄県農業研
究センターの協力を得て成育させている。伸長後に那覇植物防疫所で検疫を受ける予定である（平成24年度中を予定）。検疫合格個体のみ導入
する。

9

果樹研究所
品種育成・病害虫研究領域
（池谷祐幸、間瀬誠子）

果樹類 ノカイドウ (Malus spontanea) 宮崎県えびの市、鹿児
島県霧島市

宮崎県、鹿児島県境のえびの高原を世界唯一の自生地として自生するノカイドウの現存全個体(約400個体弱）の現状を調査し、10個体について、
種子及び穂木を採取した。

（備考）
個体の現状把握のための調査は終えているが、遺伝資源採取は今月末に行うため、上の実績は計画点数である。

GB
事業
外

作物研究所
畑作物研究領域　大豆育種研
究分野
(平田香里、羽鹿牧太、山田哲
也)

豆類 ツルマメ　(Glycine soja)
ヤブツルアズキ　(Vigna
angularis var. nipponensis)

岡山県、大阪府、兵庫
県、栃木県、千葉県など

ツルマメ25点、ヤブツルアズキ13点を収集した。来年度に種子増殖等を実施し、センターバンクに移管する予定である。

（イ）国際共同研究協定に基づく海外共同調査研究

平成24年度実績

（収集点数・計画の変更・変更要因）

1

農業生物資源研究所
多様性活用研究ユニット
（友岡憲彦）

豆類 豆類　（Vigna exilis、Vigna
umbellata、Lablab
purpureus、Vigna marina、
Vigna minima、Vigna
radiata、Vigna radiata var.
sublobata）、ササゲ(Vigna
unguiculata)

タイ・カンボジア 平成24年11月9日から12日にかけてタイで、11月12日から24日にかけてカンボジアで植物遺伝資源共同調査を行った。

　カンボジアにおいては、南西部に位置するKampong Som県、Koh Kong県および北部に位置するSiem Reap、Odor Meanchey、Preah Vehear、
Kampong Thom県を調査し、Lablab purpureus　1点、Vigna marina　8点、Vigna minima　10点、Vigna radiata　1点、Vigna radiata var. sublobata　2
点、Vigna umbellata　8点、Vigna unguiculata　6点、合計 36点を収集した。収集した遺伝資源はCambodian Agriculture Research and Development
Instituteのジーンバンクに保存するとともに、NIASジーンバンクにも保存する。遺伝資源の移転にはFAOが提唱するITPGRFAのSMTAを用いた。

2

農業生物資源研究所
多様性活用研究ユニット
（奥泉久人）

牧草・飼料作物 そ
の他

ソルガム（Sorghum bicolor)
エリアンサス　（Erianthus
procerus)

ラオス ラオスで現地調査を実施し、収集した栄養体遺伝資源は共同研究相手の現地研究所の保存用圃場において保存している。また、ラオスから研究
者2名を招聘し、国内のソルガム研究者を訪問し交流を図るとともに、ジーンバンク事業におけるソルガム特性評価法に関する技術移転を実施し
た。

3

農業生物資源研究所
多様性活用研究ユニット
（奥泉久人）

牧草・飼料作物 ソルガム（Sorghum bicolor) インド 2012年1月3日に、インドのNational Burearu of Plant Genetic Resources（NBPGR)ジーンバンクを訪問し、Bansal所長他主要なジーンバンク職員と
面会し、現在直面している植物遺伝資源の移転にかかわる問題について議論するとともに、研究協力の可能性について討論を行った。

その後、タミルナドゥ農業大学においてジーンバンク関係者およびソルガム関係のスタッフと今後の共同研究について討議を行った。1月9日から開
催された国際会議に出席して講演を行った。ソルガムの共同研究に関して双方の合意が得られ、今後具体的な研究計画の策定を行うこととなっ
た。

対象地域

主実施機関 植物種類 対象植物 対象地域

実施機関　（主担当者） 植物種類 対象植物
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２）植物遺伝資源の増殖・保存
保存番号による保存場所別保存状況　（集計　2012/11/30）

JP番号による遺伝資源の保存状況　（集計　2012/11/30）

区分 総保存点数 アクティブ 種子 栄養体 培養系等

稲類 37312 27018 37312 0 0 センターバンク 141916 140720 0 1196
麦類 58181 34261 58123 58 0 中央農業総合研究センター 159 159 0 0
豆類 20230 14350 20229 1 0 作物研究所 4677 3075 1602 0

いも類 5502 2533 428 5074 0 農業生物資源研究所 23451 22161 1098 192
雑穀・特用作物 16964 9755 14347 2616 108 畜産草地研究所 3776 3174 602 0
牧草・飼料作物 31181 14765 27165 4079 0 果樹研究所 8232 118 8114 0

果樹類 8443 3629 144 8322 161 野菜茶業研究所 16959 11279 5680 0
野菜類 25552 11766 24379 1173 0 花き研究所 2214 1 2213 0

花き・緑化植物類 4269 358 93 4177 0 北海道農業研究センター 8676 5232 3444 0
茶 6632 1291 148 6484 0 東北農業研究センター 2387 1921 466 0
桑 1389 737 0 652 1101 近畿中国四国農業研究センター 2436 2247 189 0

熱帯・亜熱帯作物 219 16 38 181 0 九州沖縄農業研究センター 17379 10854 6525 0
その他の植物 3207 765 1803 1404 11 国際農林水産業研究センター 1706 771 935 0

種苗管理センター 10986 0 10986 0
合計 219081 121244 184209 34221 1381 家畜改良センター 420 0 420 0

その他 4250 2605 1645 0
JP番号：遺伝資源の各アクセッションに与えられた固有のID番号 合計 249624 204317 43919 1388
保存番号：遺伝資源の保存を管理するために与えられたID番号
注）　ある１種類の栄養体遺伝資源が、２か所で重複保存されている場合、JP番号は１個、保存番号は２個となる。
アクティブ：配布対象としている遺伝資源

保存形態保存区分
保存場所

総数
保存形態

種子 栄養体 培養系等
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● 植物遺伝資源の種子増殖

達 達
計画 実績 成 計画 実績 成
点数 点数 率 点数 点数 率
1,366 1,249 91.4% 稲類 960 945 98.4%
2,356 2,300 97.6% 麦類 1,134 1,128 99.5%

中央農研 80 76 95.0% 豆類 1,529 1,494 97.7%
作物研 382 370 96.9% いも類 0 0 －
畜草研 70 64 91.4% 雑穀・特用作物 642 539 84.0%
果樹研 0 0 － 牧草・飼料作物 472 449 95.1%
野菜研 329 312 94.8% 果樹 0 0 －
花き研 0 0 － 野菜 412 393 95.4%
北海道農研 175 173 98.9% 花き・緑化植物 0 0 －
東北農研 386 388 100.5% 茶 0 0 －
近中四農研 467 462 98.9% 桑 0 0 －
九沖農研 467 455 97.4% 熱帯・亜熱帯植物 0 0 －

0 0 － その他の植物 0 0 －
642 637 99.2% 合計 5,149 4,948 96.1%
130 130 100.0%
51 48 94.1%

海外委託 604 584 96.7%
5,149 4,948 96.1%

実施機関
H24

植物種類
H24

生物研
農研機構

国際農研
種苗管理センター
家畜改良センター
都道府県等委託

合計
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●導入遺伝資源の無毒化

H24計画
処理数 処理数 完了数

農業生物資源研究所
多様性活用研究ユニット
（西川智太郎）

水稲 （Oryza
sativa）等稲類

80 83 78

H25には、導入栽培稲66点、およびミャンマー探索により導入した野生稲24点の無毒化を計画。

（備考）
今年度の栽培を継続中であるため、最終実績によりH25計画を変更する可能性がある。

果樹研究所
カンキツ研究領域
（太田　智）

かんきつ類 35 68 27

（24 実績備考）
茎頂接ぎ木に成功した数を処理点数としたが，その方法の難しさゆえに実際には倍以上の数を茎頂接ぎ
木している．

茎頂接ぎ木を行ってから無毒化を確認するまでには植物の生育を待つ必要があるため，完了点数として
報告したものは，前年度以前に処理点数として報告した個体のうちの幾つかである．

リンゴ 3 3 0
ナシ 14 14 4
オウトウ 9 9 0
スモモ
ブドウ 8 8 4
スノキ属 15 15 4
キイチゴ類 3 3 2
スグリ類 3 3 1
カンキツ類 12 12 2
セイヨウカリン 3 3 0
計 70 70 17

九州沖縄農業研究セン
ター
水田作・園芸研究領域
イチゴ育種研究グループ
（北谷恵美、曽根一純、飛
川みのり、木村貴志）

イチゴ 15 10 10

25 計画：
現在検討中

実施機関 対象植物
H24実績

実績の概要

果樹研究所
品種育成・病害虫研究領
域
（池谷祐幸、間瀬誠子）

25 計画：
海外から穂木又は苗木で導入した果樹遺伝資源を隔離栽培し、ウイルスを保毒していないことが判明した
個体は隔離解除になるが、ウイルスを保毒していた個体は農林水産大臣宛に特別許可願いを申請して隔
離栽培を継続する。これらの特別許可物件については、熱処理後実生苗木に茎頂接ぎ木を行い、ウイル
ス検定の結果無毒化されたと判定された個体は隔離解除になるが、無毒化されなかった個体については
引き続き隔離栽培を継続して無毒化を図る。
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３）植物遺伝資源の特性評価

＜平成24年度実績＞

計画 実績 達成率 計画 実績 達成率 計画 実績 達成率 計画 実績 達成率
生物研 15,019 13,155 87.6% 78 96 123.1% 2,200 1,542 70.1% 17,297 14,793 85.5%
農研機構 75,866 73,588 97.0% 13,653 13,425 98.3% 14,870 14,953 100.6% 104,389 101,966 97.7%
中央農研 2,810 1,540 54.8% 370 368 99.5% 290 334 115.2% 3,470 2,242 64.6%

作物研 12,700 12,284 96.7% 2,281 2,106 92.3% 2,442 2,536 103.8% 17,423 16,926 97.1%

畜草研 3,920 3,902 99.5% 560 562 100.4% 0 0 ー 4,480 4,464 99.6%

果樹研 2,653 2,691 101.4% 1,334 1,290 96.7% 1,625 1,519 93.5% 5,612 5,500 98.0%

野茶研 16,534 15,929 96.3% 1,611 2,049 127.2% 3,226 3,648 113.1% 21,371 21,626 101.2%

花き研 320 320 100.0% 136 134 98.5% 32 32 ー 488 486 99.6%

北海道農研 6,630 7,167 108.1% 1,552 1,540 99.2% 604 558 92.4% 8,786 9,265 105.5%

東北農研 6,443 6,400 99.3% 1,868 1,714 91.8% 2,173 1,934 89.0% 10,484 10,048 95.8%

近中四農研 11,660 11,840 101.5% 1,119 1,270 113.5% 3,336 3,453 103.5% 16,115 16,563 102.8%

九沖農研 12,196 11,515 94.4% 2,822 2,392 84.8% 1,142 939 82.2% 16,160 14,846 91.9%

種苗管理センター 6,201 5,760 92.9% 3,416 3,399 99.5% 786 737 93.8% 10,403 9,896 95.1%
都道府県等委託 765 762 99.6% 255 255 100.0% 0 0 ー 1,020 1,017 99.7%
海外委託 9,438 9,054 95.9% 0 0 ー 0 0 ー 9,438 9,054 95.9%

合計 107,289 102,319 95.4% 17,402 17,175 98.7% 17,856 17,232 96.5% 142,547 136,726 95.9%
1次特性：品種や系統の識別に必要な主に形態的特性（例えばイネの稈長，穂長，出穂日など）
2次特性：生理・生態的形質及び各種の病虫害抵抗性や特殊環境への耐性（例えばいもち病抵抗性，低温発芽性など）
3次特性：生産物として必要な特性（例えばイネのアミロース含量など収量性や種子の成分，品質など）

実施機関
1次特性 2次特性 3次特性 計

-15-



●植物遺伝資源の特性評価に関する事項

（ア）今年度実績と次年度計画

実施機関 課題名 平成24年度実績 平成25年度計画

野菜茶業研究所　野菜育
種・ゲノム研究領域
（齊藤猛雄・福岡浩之）

(平成24～27年度）

ナスにおけるコアコレクション
の構築

ナス遺伝資源1,019点を播種し、938点からDNAを抽出し987座のSNP遺伝子
型を取得するとともに、発芽率の低かった品種・系統等の一部（131点）につ
いて種子を増殖した。

（１）遺伝資源および品種のタイピングデータを精査し、F1品種や交雑系統、その
他の要因によってヘテロ接合性が一定の水準を超える系統を排除して再度クラス
ター解析を行うとともに、PowerCore, CoreHunterなど異なるアルゴリズムに基づく
ソフトウェアの系統選択の結果も考慮して、コアコレクション候補集団（当面、200
品種・系統を目標）を構築する。
（２）次年度からコアコレクション候補集団の特性調査を開始するが、２５年度の供
試品種・系統数は100点を目標とする。
（３）これら特性調査による表現型情報や来歴情報、マルチアレリックなゲノムSSR
マーカー遺伝子型等、を加味してコアコレクション候補を調整する。

農業生物資源研究所
遺伝資源センター　多様
性活用研究ユニット
（江花薫子）

(平成24～27年度）

ジーンバンク保存イネ遺伝資
源のDNA特性評価

　今年度はインド型品種を中心に2500系統の分析を進めた。また、昨年度、
発芽率が低かった系統についても解析を行った。Ｄ解析系統に含まれる日
本型が広い変異を示したのに対し、インド型品種、Aus型品種は品種間変異
は少なく、クラスター解析でもリジッドなクラスターを形成した。ゲノムワイドな
768SNPの解析によって、各系統が、インド型、日本型、あるいは、Aus型であ
るのかが推定できた。また、原産国が近隣の系統は、系統樹ではより近接し
た位置にあり、遺伝的類似性がより高いと考えられた。

   新規にアクティブ化された品種およびデータが欠測値となっている品種の再解
析を200-300品種をめどに行い、これまでの結果と合わせて解析する。 また、こ
れまでに得られた遺伝子型データをジーンバンクから公開するための情報整理を
行う。

作物研究所　麦研究領域
麦育種研究分野
（乙部　千雅子）

(平成24年度）

小麦コアコレクションのDNA特
性評価

H23年度の公開した小麦コアコレクション96系統を対象として、小麦の育種上
有用な遺伝子をＤＮＡマーカーを用いてジェノタイピングした。ジェノタイピン
グの対象とした遺伝子は、Glu-D1、Glu-A1、Glu-B3、Wx-A1、Wx-B1、Pin-
aD1、Pin-bD1、Tamyb10-A1、Tamyb10-B1、Tamyb10-D1、Rht-B1、Rht-D1
の12種類である。

計画なし。

農業生物資源研究所
ダイズゲノム育種研究ユ
ニット・多様性活用研究ユ
ニット
（加賀秋人）
（友岡憲彦）

(平成24～27年度）

ジーンバンク保存ダイズ等マメ
科遺伝資源のDNA特性評価

ジーンバンクには日本をはじめとする世界から収集されたダイズが約１万点
保存されている。今年度は、ダイズの開花・熟性に関するE2およびE3遺伝子
座、伸育性に関するDt1遺伝子座、エダマメなどの香りの成分生成に関する
遺伝子GmBADH2合計４遺伝子座について、各形質の原因遺伝子として同
定あるいは推定されている変異が識別可能なSNPマーカーを設計した。ジー
ンバンクに保存されている在来ダイズの約10％に相当する母集団1603系統
における変異を解析し、各変異の地理的分布を明らかにした。

農業形質の原因遺伝子の変異情報の集積については計画通り進んだ。次年度
は新規に同定された開花・熟性の原因遺伝子を追加し、変異情報の充実を図り
たい。
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１）微生物遺伝資源の収集・受入（新規MAFF登録）

＜平成24年度実績＞

ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計
生物研 431 0 431 595 0 595 138.1% - 138.1%

ｾﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ 340 0 340 350 0 350 102.9% － 102.9%

ｻﾌﾞﾊﾞﾝｸ 91 0 91 245 0 245 269.2% － 269.2%

農研機構 402 0 402 409 0 409 101.7% － 101.7%
中央研 53 0 53 52 0 52 98.1% － 98.1%

果樹研 15 0 15 12 0 12 80.0% － 80.0%

花き研 10 0 10 10 0 10 100.0% － 100.0%

野茶研 30 0 30 31 0 31 103.3% － 103.3%

畜草研 58 0 58 68 0 68 117.2% － 117.2%

動衛研 200 0 200 200 0 200 100.0% － 100.0%

食総研 23 0 23 23 0 23 100.0% － 100.0%

北農研 13 0 13 13 0 13 100.0% － 100.0%

近農研 － － － － － － － － －

農環研 81 0 81 96 0 96 118.5% － 118.5%
国際研 2 0 2 1 0 1 50.0% － 50.0%

合計 916 0 916 1,101 0 1,101 120.2% - 120.2%

ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計
細菌 327 0 327 287 0 287 87.8% － 87.8%
放線菌 0 0 0 2 0 2 － － －
動物ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ 5 0 5 5 0 5 100.0% － 100.0%
ﾌｧｲﾄﾌﾟﾗｽﾞﾏ 0 0 0 0 0 0 － － －
ﾘｹｯﾁｱ 3 0 3 3 0 3 100.0% － 100.0%
酵母 6 0 6 5 0 5 83.3% － 83.3%
糸状菌 442 0 442 665 0 665 150.5% － 150.5%
昆虫・動物ｳｲﾙｽ 71 0 71 71 0 71 100.0% － 100.0%
植物ｳｲﾙｽ 42 0 42 43 0 43 102.4% － 102.4%
ﾊﾞｸﾃﾘｵﾌｧｰｼﾞ 5 0 5 5 0 5 100.0% － 100.0%
ｳｲﾛｲﾄﾞ 0 0 0 0 0 0 － － －
原虫 3 0 3 3 0 3 100.0% － 100.0%
線虫 12 0 12 12 0 12 100.0% － 100.0%
細胞融合微生物 0 0 0 0 0 0 － － －
細胞性粘菌 0 0 0 0 0 0 － － －

合計 916 0 916 1,101 0 1,101 120.2% - 120.2%

微生物種類
計画株数 実績株数 達成率

実施機関
計画株数 実績株数 達成率
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● サブバンク以外からの受入実績

● サブバンクの主な収集・受入の成果 提供元 微生物種類 株数

東京都農林総合研究センター 糸状菌 84
1 小笠原・沖縄産植物病原菌等 （生物研） 千葉県農林総合研究センター 糸状菌 35

群馬県 農業技術センター 糸状菌 15
2 Pyricularia grisea 、Rhizobium sp.等　 （中央農研） ドイツHelmholtz-Zentrum 糸状菌 13

山形県庄内総合支庁農業技術普及課 糸状菌 11
3 Armillaria tabescens、Xylophilus ampelinus等  （果樹研） 北海道立道南農業試験場 糸状菌 10

静岡県農林技術研究所 糸状菌 10
4 花きに病原性を有するPythium aphanidermatum　（花き研） 弘前大学農学生命科学部 糸状菌 9

沖縄県農業研究センター 糸状菌 7
5 Alternaria brassicicola 、Xanthomonas属, Pantoea 属細菌等　（野茶研） 千葉大学園芸学部 糸状菌 4

佐賀県 上場営農センター 糸状菌 4
6 Lactobacillus  属各種乳酸菌、Pythium arrhenomanes、Epichloe baconii 等 大阪府環境農林水産総合研究所 糸状菌 2

（畜草研） 富山県農水総技センター　園芸研 糸状菌 2
九州大学生物的防除研究施設 糸状菌 2

7 大腸菌、ウェルシュ菌、Mycobacterium属菌、サルモネラ菌、牛コロナウイルス、 クミアイ化学工業（株）生物科学研究所 糸状菌 2
アカバネウイルス、豚丹毒菌等  （動衛研） 愛媛県農林水産研究所 糸状菌 2

青森県産業技術センター農林総合研 糸状菌 1
8 Enterococcus spp.、Aspergillus oryzae（麹菌）等 （食総研） 長野県野菜花き試験場 糸状菌 1

（独）産業技術総合研研究所 糸状菌 1
9 Tomato bushy sunt virus   （北農研） 愛知県立稲沢高等学校 糸状菌 1

近農研（非サブバンク担当職員） 糸状菌 1
10 Gibberella fujikuroi 、Colletotrichum gloeosporioides、Cercospora kikuchii 、 農環研（非サブバンク担当職員） 細菌・放線菌 2

Xanthomonas campestris、Ralstonia solanacearum等 （農環研） 北海道大学大学院農学研究院 細菌 15
高知県病害虫防除所 細菌 10

11 窒素固定細菌Herbaspirillum sp. （国際研） 京都府農林水産技術センター 植物ウィルス 2
個人（３名） 糸状菌等 104

350合計
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２）微生物遺伝資源の増殖・保存

＜平成24年度実績＞

H23実績

保存 新規 センター ｱｸﾃｨﾌﾞ 新規 センター 登録 ｱｸﾃｨﾌﾞ センター 保存

株数 保存 移管 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計 率 保存 移管 抹消 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計 率 移管 （移管含む）

生物研 24,170 431 － 20,666 4,192 24,858 83.1% 595 269 40 20,801 4,192 24,993 83.2% － －
ｾﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ 24,111 340 － 20,592 4,192 24,784 83.1% 350 － 40 20,766 4,192 24,958 83.2% － －

ｻﾌﾞﾊﾞﾝｸ 59 91 76 74 0 74 100.0% 245 269 0 35 0 35 100.0% 353.9% 202.7%

農研機構 3,917 402 177 1,787 2,355 4,142 43.1% 409 192 13 1,766 2,355 4,121 42.9% 108.5% 99.9%
中央研 165 53 53 165 0 165 100.0% 52 52 13 152 0 152 100.0% 98.1% 93.6%

果樹研 43 15 5 53 0 53 100.0% 12 9 0 46 0 46 100.0% 180.0% 94.8%

花き研 4 10 10 4 0 4 100.0% 10 10 0 4 0 4 100.0% 100.0% 100.0%

野茶研 0 30 30 0 0 0 － 31 31 0 0 0 0 － 103.3% 103.3%

畜草研 28 58 56 30 0 30 100.0% 68 67 0 29 0 29 100.0% 119.6% 111.6%

動衛研 3,677 200 0 1,522 2,355 3,877 39.3% 200 0 0 1,522 2,355 3,877 39.3% － 100.0%

食総研 0 23 23 0 0 0 － 23 23 0 0 0 0 － 100.0% 100.0%

北農研 － 13 0 13 0 13 100.0% 13 0 0 13 0 13 100.0% － 100.0%

近農研 － － － － － － － － － － － － － － － －

農環研 246 81 80 213 34 247 86.2% 96 75 0 233 34 267 87.3% 93.8% 104.6%

国際研 0 2 0 2 0 2 100.0% 1 1 0 0 0 0 － － －

合計 28,333 916 333 22,668 6,581 29,249 77.5% 1,101 537 53 22,800 6,581 29,381 77.6% 161.3% 100.5%
916 増 1,048 増 1,048 増

（対 H23実績） （新規保存－登録抹消） （対 H23実績）

H23実績
保存 新規 センター ｱｸﾃｨﾌﾞ 新規 センター 登録 ｱｸﾃｨﾌﾞ センター 保存
株数 保存 移管 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計 率 保存 移管 抹消 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計 率 移管 （移管含む）

細菌 10,190 327 147 7,725 2,792 10,517 73.5% 287 117 21 7,664 2,792 10,456 73.3% 79.6% 99.4%
放線菌 316 0 0 157 159 316 49.7% 2 1 0 159 159 318 50.0% － 100.6%
動物ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ 167 5 0 85 87 172 49.4% 5 0 0 85 87 172 49.4% － 100.0%
ﾌｧｲﾄﾌﾟﾗｽﾞﾏ 19 0 0 0 19 19 0.0% 0 0 0 0 19 19 0.0% － 100.0%
ﾘｹｯﾁｱ 4 3 0 3 4 7 42.9% 3 0 0 3 4 7 42.9% － 100.0%
酵母 615 6 1 216 405 621 34.8% 5 3 0 215 405 620 34.7% 300.0% 99.8%
糸状菌 15,799 442 185 13,570 2,671 16,241 83.6% 665 415 19 13,774 2,671 16,445 83.8% 224.3% 101.3%
昆虫・動物ｳｲﾙｽ 624 71 0 341 354 695 49.1% 71 1 0 341 354 695 49.1% － 100.0%
植物ｳｲﾙｽ 265 42 0 268 39 307 87.3% 43 0 1 268 39 307 87.3% － 100.0%
ﾊﾞｸﾃﾘｵﾌｧｰｼﾞ 98 5 0 103 0 103 100.0% 5 0 0 103 0 103 100.0% － 100.0%
ｳｲﾛｲﾄﾞ 15 0 0 15 0 15 100.0% 0 0 0 15 0 15 100.0% － 100.0%
原虫 56 3 0 13 46 59 22.0% 3 0 0 13 46 59 22.0% － 100.0%
線虫 150 12 0 162 0 162 100.0% 12 0 12 150 0 150 100.0% － 92.6%

細胞融合微生物 10 0 0 5 5 10 50.0% 0 0 0 5 5 10 50.0% － 100.0%
細胞性粘菌 5 0 0 5 0 5 100.0% 0 0 0 5 0 5 100.0% － 100.0%

合計 28,333 916 333 22,668 6,581 29,249 77.5% 1,101 537 53 22,800 6,581 29,381 77.6% 161.3% 100.5%
916 増 1,048 増 1,048 増

（対 H23実績） （新規保存－登録抹消） （対 H23実績）

実施機関 保存 保存

H24計画株数 H24実績株数 達成率

微生物種類
H24計画株数 H24実績株数 達成率

保存 保存

-20-



● 増殖・保存委託課題

＜平成24年度実績＞

農業生物資源ジーンバンク事業が保存するCercospora属とその関連属菌類の分類検証
実施機関 三重大学大学院・生物資源学研究科
実施年度 平成24年度

農業生物資源ジーンバンク事業が保存するErwinia carotovoraアブラナ科およびウリ科系統の分類検証
実施機関 静岡大学・創造科学技術大学院
実施年度 平成24年度

農業生物資源ジーンバンク事業が保存するBradyrhizobium属根粒菌とAzospirillum属窒素固定菌の分類検証
実施機関 東京農工大学大学院・共生科学技術研究院・生命農学部門
実施年度 平成24年度

農業生物資源ジーンバンク事業が保存するRalstonia属細菌のsequevar型別
実施機関 農業環境技術研究所・生物生態機能研究領域
実施年度 平成24年度

農業生物資源ジーンバンク事業が保存するBipolarisおよびCurvularia属菌の分類検証
実施機関 畜産草地研究所・飼料作物研究領域
実施年度 平成24年度

Cercospora属とその関連属菌の300株に対し最新の分類体系における学名の確定を行っている。約80株は新規に塩基配列(4領域450シークエンス)を取得、そ
の他は既存の配列を用いて調査中で年内に完了の見込みである。

Erwinia carotovoraとして扱われてきた菌株の新たな分類体系における学名を確定するため、昨年度に開発したPCR−RFLP法および細菌学的性状の違いに基
づく系統判別法を、ジーンバンク保存のアブラナ科およびウリ科分離株に適用した。検討対象の114株のうち約60株について調査を終了し、Pectobacterium
carotovorum ssp. carotovorum以外にもssp. odoriferumやssp. brasiliensisが多数含まれていることを明らかにできた。残りの株については現在調査中であ
り、年内に完了の見込みである。

ジーンバンク保存のRalstonia属細菌について、エンドグルカナーゼ遺伝子の塩基配列に基づいたsequevar型別判定を行った結果、供試菌株は8つのsequevar
（8, 13~17, 34, 44）に型別され、特にsequevar 8とsequevar 15の株が多数を占めることが明らかとなった。また、いずれのsequevarにも型別されない株も存在し
た。配布対象とされている菌株の中から、sequevar型別を行う上での推奨株となるものを選定することができた。

NIAS微生物ジーンバンクで保存するBipolarisおよびCurvularia属菌の分類を再検証するため、昨年度と同様に形態およびrDNA-ITS領域の塩基配列による分
子系統解析により、学名の妥当性の検証を行った。検証対象の70株のうち約65株について調査を終了し、付された学名は概ね妥当であったが、最新の分類に基
づき、B. salkadehensis等と同定される菌株も存在していることを明らかにした。残りの株については現在調査中であり、年内に完了の見込みである。

日本や東南アジア地域で多様な植物から採取されBradyrhizobium  sp.として登録された65菌株に関して分類検証を行った結果、大部分はB. japonicum, B.
liaoningense, B. yuanmoingense, B. genosp.等に分類されることが分かった。一方、210191株はフィリッピンのモダマから単離された根粒菌で Labrys
ginsengisoliと判定され、根粒形成能を確認できれば新種の根粒菌となる。また、210325株、210408株、210535株及び211645株はBacillus属と高い相同性を
有しており、根粒形成遺伝子等の確認が必要と思われた。沖縄のサトウキビ等から単離されたHerbaspirillum rubrisubalbicans　20株を再検証した結果、登録時
の菌株と同じ種に属することが再確認できた。一方、日本各地で単離されHerbaspirillum sp.として登録された11株は、H. seropedicae , H. frisingenseあるいは
H. huttienseと高い類縁性があることが分かった。
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３）微生物遺伝資源の特性評価

＜平成24年度実績＞

ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計
生物研ｻﾌﾞﾊﾞﾝｸ 402 3 405 477 3 480 118.7% 100.0% 118.5%
農研機構 826 0 826 908 0 908 109.9% － 109.9%

中央研 58 0 58 56 0 56 96.6% － 96.6%

果樹研 6 0 6 9 0 9 150.0% － 150.0%

花き研 12 0 12 12 0 12 100.0% － 100.0%

野茶研 70 0 70 62 0 62 88.6% － 88.6%

畜草研 230 0 230 313 0 313 136.1% － 136.1%

動衛研 396 0 396 414 0 414 104.5% － 104.5%

食総研 41 0 41 41 0 41 100.0% － 100.0%

北農研 13 0 13 1 0 1 7.7% － 7.7%

近農研 － － － － － － － － －
農環研 515 0 515 649 0 649 126.0% － 126.0%
国際研 4 0 4 2 0 2 50.0% － 50.0%

合計 1,747 3 1,750 2,036 3 2,039 116.5% 100.0% 116.5%

ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨﾌﾞ 計
細菌 899 0 899 972 0 972 108.1% － 108.1%
放線菌 0 0 0 0 0 0 － － －
動物ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ 10 0 10 5 0 5 50.0% － 50.0%
ﾌｧｲﾄﾌﾟﾗｽﾞﾏ 0 0 0 0 0 0 － － －
ﾘｹｯﾁｱ 3 0 3 3 0 3 － － －
酵母 1 0 1 1 0 1 100.0% － 100.0%
糸状菌 622 3 625 839 3 842 134.9% 100.0% 134.7%
昆虫・動物ｳｲﾙｽ 141 0 141 151 0 151 107.1% － 107.1%
植物ｳｲﾙｽ 2 0 2 1 0 1 50.0% － 50.0%
ﾊﾞｸﾃﾘｵﾌｧｰｼﾞ 40 0 40 40 0 40 100.0% － 100.0%
ｳｲﾛｲﾄﾞ 0 0 0 0 0 0 － － －
原虫 3 0 3 4 0 4 133.3% － 133.3%
線虫 26 0 26 20 0 20 76.9% － 76.9%
細胞融合微生物 0 0 0 0 0 0 － － －
細胞性粘菌 0 0 0 0 0 0 － － －

合計 1,747 3 1,750 2,036 3 2,039 116.5% 100.0% 116.5%

※　延べ特性数＝特性種別の数×調査株数

実施機関

微生物種類

達成率

計画延べ特性数 達成率

計画延べ特性数※ 実績延べ特性数

実績延べ特性数

-22-



● サブバンクの主な特性評価の成果

1 7

2

8
3

4 9
Tomato bushy sunt virusについて宿主範囲を調査した。

5 10

6
11 （国際農研）

（畜草研）
サイレージ、沖縄発酵食品、野沢菜漬け、鶏消化管より分離した
乳酸菌の生理的性質や糖資化性等の特性解析を行った。各地
から採集したトウモロコシ根腐病菌（Pythium arrhenomanes
他）のrDNA-ITS配列およびトウモロコシ幼苗に対する病原性を
明らかにした。各種野生植物から採集したエンドファイト
（Epichloe baconii他）のrDNA-ITS配列を解明した。

Armillaria mellea の果樹類に対する病原性を調べ、Valsa
ceratosperma のリンゴ切枝に対する病原性を確認した。また、
V. ceratospermaのマイコウイルス保有を調査した。

花きに病原性を有するPythium 様糸状菌の単離と評価を行っ
た。

（生物研） （動衛研）

（中央研）

Colletotrichum acutatum  species complex菌株の分子再同
定、ボタンボウフウ斑点病の病原菌同定と特性調査を行った。
Xanthomonas campestris  pv. campestris , X. axonopodis
pv. glycines , X. oryzae  pv. oryzaeのイネ各品種に対する病原
性調査、準同質遺伝子系統を用いたイネ白葉枯病菌レース判別
を行った。

大腸菌のO抗原型、抗生物質等の薬剤の耐性・感受性を調べた。
サルモネラ菌のゲノムのPFGE型を調べるとともに特定遺伝子の
有無、また、抗生物質等の薬剤の耐性・感受性、O及びH抗原型、
抗生物質等の薬剤の耐性・感受性を調べた。ウェルシュ菌の溶血
性、レシチナーゼ、リパーゼ産生能、毒素生産性を調べ、型別を
行った。アカバネウイルス、牛コロナウイルスの特定遺伝子に対す
るPCRを行い、それら増幅産物の塩基配列を決定するとともに、系
統樹解析を行い遺伝子型を調べた。

（果樹研） 肉および野菜から分離した腸球菌（Enterococcus spp.）の抗
生物質耐性スペクトルを測定した。Aspergillus oryzae分離菌のプ
ロテアーゼ等、酵素生産性の比較調査を行った。

日本国内（愛知県、秋田県）のPyricularia grisea のレースを調
査した。Ralstonia solanacearum のトマト等への病原性、生理
型を調べた。 （食総研）

チャ病原糸状菌Pestalotiopsis longiseta の薬剤耐性や、
Xanthomonas , Pantoea , Pseudomonas等、野菜細菌病菌の
細菌学的特性等の調査を行った。キャベツ黒すす病菌
Alternaria brassicicolaの病原性を確認した。

（花き研）

（野茶研）

Herbaspirillum sp.の16S rRNA遺伝子および窒素固定遺伝子
nifHの部分塩基配列を決定した。

（農環研）

（北農研）

Ralstonia solanacearum の ナ ス 科 植 物 へ の 病 原 性 、
Colletotrichum gloeosporioides のイチゴやアセビに対する病原
性、Chromobacterium violaceum の生理的特性を調査するとも
に、Gibberella fujikuroi の薬剤耐性を調査した。ネコブセンチュウ
の形態と、病原性を調査した。
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● 特性評価委託課題

＜平成24年度実績＞

Pseudomonas syringae 群細菌の薬剤感受性の評価
実施機関 東京農業大学 農学部
実施年度 平成24年度

Pseudomonas syringae 群細菌と対照菌株を合わせた215菌株を対象として、ストレプトマイシン硫酸塩および無機銅に対する最小生育阻止濃
度（MIC）を調査した。P. syringae  群細菌のストレプトマイシン硫酸塩に対するMICは菌株ごとに異なっており、1,000～1.95ppmの範囲に分布し
ていたが、1.95ppmのものが多く認められた。無機銅のMICに関しても同様に4,800～18.8ppmの範囲でばらついたが、多くの菌株は4,800ppmと
いう高濃度の条件下でも生育が可能であった。
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１）動物遺伝資源の収集・受入

＜平成24年度実績＞

対 　象 　動 　物 対象地域/機関 収集点数 備 　　　　　　　考

(独)農業生物資源研究所 カイコ 埼玉県／片倉工業(株) 4 中国種3、日本種1

培養細胞 茨城県／農研機構中央
農業研究センター

3 XcGV enhancing-2 protein に抗体産生ハイ
ブリドーマ細胞

(独)農業・食品産業技術総合研究機構

　畜産草地研究所 ウシ(凍結精液)
茨城県／茨城県畜産セ
ンター

2 黒毛和種・茂波系

(独)家畜改良センター ヒツジ（凍結精液） 北海道／民間 1 ジェイコブ種

新規合計 10

追加導入

対　　象　　動　　物 対象地域/機関 収集点数 備　　　　　　　　考

(独)家畜改良センター ウマ（凍結精液）
沖縄県／与那国馬保存
会

1 与那国馬、2月導入予定

ヒツジ（凍結精液） 北海道／民間 5
フィニッシュランドレース種、メリノー種、ヒル
ラドナー種、ブラックフェイス種、テクセル種

鶏（始原生殖細胞） 兵庫県／兵庫牧場 1 烏骨鶏

追加合計 7
廃棄

対 　象 　動 　物 対象地域/機関 収集点数 備 　　　　　　　考

(独)農業生物資源研究所 カイコ 1 飼育継続が困難なため消失

追加合計 1

実　　施　　機　　関

実　　施　　機　　関

実　　施　　機　　関
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２）動物遺伝資源の増殖・保存

＜平成24年度実績＞

H23
保存 新規 ｱｸﾃｨﾌﾞ 新規 登録 ｱｸﾃｨﾌﾞ
実績 保存 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨ 計 率 保存 抹消 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨ 計 率

全体
　　ウシ 76 2 43 35 78 55.1% 2 0 43 35 78 55.1% 100.0%
　　スイギュウ 1 0 1 0 1 100.0% 0 0 1 0 1 100.0% 100.0%
　　ウマ 6 0 5 1 6 83.3% 0 0 6 0 6 100.0% 100.0%
　　ヒツジ 13 1 3 11 14 21.4% 1 0 13 1 14 92.9% 100.0%
　　ヤギ 20 0 20 0 20 100.0% 0 0 20 0 20 100.0% 100.0%
　　ブタ 39 0 21 18 39 53.8% 0 0 21 18 39 53.8% 100.0%
　　ウサギ 4 0 4 0 4 100.0% 0 0 4 0 4 100.0% 100.0%
　　家禽 94 0 56 38 94 59.6% 0 0 56 38 94 59.6% 100.0%
　　ミツバチ 2 0 0 2 2 0.0% 0 0 0 2 2 0.0% 100.0%
　　カイコ 721 4 603 122 725 83.2% 4 1 602 122 724 83.1% 99.9%
　　昆虫培養細胞 110 0 28 82 110 25.5% 3 0 28 85 113 24.8% 102.7%
　　天敵昆虫 4 0 2 2 4 50.0% 0 0 2 2 4 50.0% 100.0%
　　天敵餌用昆虫 2 0 0 2 2 0.0% 0 0 0 2 2 0.0% 100.0%
　　検定用昆虫 10 0 5 5 10 50.0% 0 0 5 5 10 50.0% 100.0%

合計 1,102 7 791 318 1,109 71.3% 10 1 801 310 1,111 72.1% 100.2%
9 増

（対 H23実績）

動物種類／実施機関
H24計画点数 H24実績点数

保存
達成率

保存 保存
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H23
保存 新規 ｱｸﾃｨﾌﾞ 新規 登録 ｱｸﾃｨﾌﾞ
実績 保存 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨ 計 率 保存 抹消 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨ 計 率

生物研
　　ウシ 26 0 11 15 26 42.3% 0 0 11 15 26 42.3% 100.0%
　　ブタ 27 0 10 17 27 37.0% 0 0 10 17 27 37.0% 100.0%
　　家禽 51 0 22 29 51 43.1% 0 0 22 29 51 43.1% 100.0%
　　カイコ 721 4 603 122 725 83.2% 4 1 602 122 724 83.1% 99.9%
　　昆虫培養細胞 110 0 28 82 110 25.5% 3 0 28 85 113 24.8% 102.7%

計 935 4 674 265 939 71.8% 7 1 673 268 941 71.5% 100.2%
農研機構 畜草研
　　ウシ 26 2 13 15 28 46.4% 2 0 13 15 28 46.4% 100.0%
　　スイギュウ 1 0 1 0 1 100.0% 0 0 1 0 1 100.0% 100.0%
　　ヒツジ 1 0 0 1 1 0.0% 0 0 0 1 1 0.0% 100.0%
　　ヤギ 1 0 1 0 1 100.0% 0 0 1 0 1 100.0% 100.0%
　　ブタ 8 0 7 1 8 87.5% 0 0 7 1 8 87.5% 100.0%
　　家禽 26 0 17 9 26 65.4% 0 0 17 9 26 65.4% 100.0%
　　ミツバチ 2 0 0 2 2 0.0% 0 0 0 2 2 0.0% 100.0%

計 65 2 39 28 67 58.2% 2 0 39 28 67 58.2% 100.0%
農環研
　　天敵昆虫 4 0 2 2 4 50.0% 0 0 2 2 4 50.0% 100.0%
　　天敵餌用昆虫 2 0 0 2 2 0.0% 0 0 0 2 2 0.0% 100.0%
　　検定用昆虫 10 0 5 5 10 50.0% 0 0 5 5 10 50.0% 100.0%

計 16 0 7 9 16 43.8% 0 0 7 9 16 43.8% 100.0%
家畜改良センター
　　ウシ 24 0 19 5 24 79.2% 0 0 19 5 24 79.2% 100.0%
　　ウマ 6 0 5 1 6 83.3% 0 0 6 0 6 100.0% 100.0%
　　ヒツジ 12 1 3 10 13 23.1% 1 0 13 0 13 100.0% 100.0%
　　ヤギ 19 0 19 0 19 100.0% 0 0 19 0 19 100.0% 100.0%
　　ブタ 4 0 4 0 4 100.0% 0 0 4 0 4 100.0% 100.0%
　　ウサギ 4 0 4 0 4 100.0% 0 0 4 0 4 100.0% 100.0%
　　家禽 17 0 17 0 17 100.0% 0 0 17 0 17 100.0% 100.0%

計 86 1 71 16 87 81.6% 1 0 82 5 87 94.3% 100.0%

動物種類／実施機関
H24計画点数 H24実績点数

保存
達成率

保存 保存
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２）動物遺伝資源の増殖・保存（ANJP番号版）

＜平成24年度実績＞ANJP番号では家畜の基本単位を個体により管理する。

H23
保存 新規 ｱｸﾃｨﾌﾞ 新規 登録 ｱｸﾃｨﾌﾞ
実績 保存 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨ 計 率 保存 抹消 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨ 計 率

全体
　　ウシ 462 2 323 141 464 69.6% 2 0 323 141 464 69.6% 100.0%
　　スイギュウ 1 0 1 0 1 100.0% 0 0 1 0 1 100.0% 100.0%
　　ウマ 26 1 27 0 27 100.0% 1 0 27 0 27 100.0% 100.0%
　　ヒツジ 42 4 45 1 46 97.8% 4 0 45 1 46 97.8% 100.0%
　　ヤギ 58 0 58 0 58 100.0% 0 0 58 0 58 100.0% 100.0%
　　ブタ 213 0 196 17 213 92.0% 0 0 196 17 213 92.0% 100.0%
　　ウサギ 110 0 110 0 110 100.0% 0 0 110 0 110 100.0% 100.0%
　　家禽 89 0 68 21 89 76.4% 0 0 68 21 89 76.4% 100.0%
　　ミツバチ 2 0 0 2 2 0.0% 0 0 0 2 2 0.0% 100.0%
　　カイコ 721 4 603 122 725 83.2% 4 1 602 122 724 83.1% 99.9%
　　昆虫培養細胞 110 0 28 82 110 25.5% 3 0 28 85 113 24.8% 102.7%
　　天敵昆虫 4 0 2 2 4 50.0% 0 0 2 2 4 50.0% 100.0%
　　天敵餌用昆虫 2 0 0 2 2 0.0% 0 0 0 2 2 0.0% 100.0%
　　検定用昆虫 10 0 5 5 10 50.0% 0 0 5 5 10 50.0% 100.0%

合計 1,850 11 1,466 395 1,861 78.8% 14 1 1,465 398 1,863 78.6% 100.1%
13 増

（対 H23実績）

動物種類／実施機関
H24計画点数 H24実績点数

保存
達成率

保存 保存
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H23
保存 新規 ｱｸﾃｨﾌﾞ 新規 登録 ｱｸﾃｨﾌﾞ
実績 保存 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨ 計 率 保存 抹消 ｱｸﾃｨﾌﾞ 非ｱｸﾃｨ 計 率

生物研
　　ウシ 209 0 131 78 209 62.7% 0 0 131 78 209 62.7% 100.0%
　　ブタ 155 0 143 12 155 92.3% 0 0 143 12 155 92.3% 100.0%
　　家禽 50 0 34 16 50 68.0% 0 0 34 16 50 68.0% 100.0%
　　カイコ 721 4 603 122 725 83.2% 4 1 602 122 724 83.1% 99.9%
　　昆虫培養細胞 110 0 28 82 110 25.5% 3 0 28 85 113 24.8% 102.7%

計 1,245 4 939 310 1,249 75.2% 7 1 938 313 1,251 75.0% 100.2%
農研機構 畜草研
　　ウシ 35 2 13 24 37 35.1% 2 0 13 24 37 35.1% 100.0%
　　スイギュウ 1 0 1 0 1 100.0% 0 0 1 0 1 100.0% 100.0%
　　ヒツジ 1 0 0 1 1 0.0% 0 0 0 1 1 0.0% 100.0%
　　ヤギ 1 0 1 0 1 100.0% 0 0 1 0 1 100.0% 100.0%
　　ブタ 10 0 5 5 10 50.0% 0 0 5 5 10 50.0% 100.0%
　　家禽 27 0 21 6 27 77.8% 0 0 21 6 27 77.8% 100.0%
　　ミツバチ 2 0 0 2 2 0.0% 0 0 0 2 2 0.0% 100.0%

計 77 2 41 38 79 51.9% 2 0 41 38 79 51.9% 100.0%
農環研
　　天敵昆虫 4 0 2 2 4 50.0% 0 0 2 2 4 50.0% 100.0%
　　天敵餌用昆虫 2 0 0 2 2 0.0% 0 0 0 2 2 0.0% 100.0%
　　検定用昆虫 10 0 5 5 10 50.0% 0 0 5 5 10 50.0% 100.0%

計 16 0 7 9 16 43.8% 0 0 7 9 16 43.8% 100.0%
家畜改良センター
　　ウシ 233 0 195 38 233 83.7% 0 0 195 38 233 83.7% 100.0%
　　ウマ 26 1 27 0 27 100.0% 1 0 27 0 27 100.0% 100.0%
　　ヒツジ 35 4 39 0 39 100.0% 4 0 39 0 39 100.0% 100.0%
　　ヤギ 57 0 57 0 57 100.0% 0 0 57 0 57 100.0% 100.0%
　　ブタ 49 0 49 0 49 100.0% 0 0 49 0 49 100.0% 100.0%
　　ウサギ 110 0 110 0 110 100.0% 0 0 110 0 110 100.0% 100.0%
　　家禽 18 0 18 0 18 100.0% 0 0 18 0 18 100.0% 100.0%

計 528 5 495 38 533 92.9% 5 0 495 38 533 92.9% 100.0%

動物種類／実施機関
H24計画点数 H24実績点数

保存
達成率

保存 保存
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●増殖・保存課題

平成24年度課題
実施機関 支場・部・科・室課題名 平成24年度実績 今後の成果の利用について
農研機構　畜産草地
研究所

家畜育種繁
殖研究領域

ニワトリ始原生殖
細胞超低温保存法
のウズラ遺伝資源
保存への応用

凍結融解PGCを移植し、作出された
生殖系列キメラのうち、これまでに性
成熟に達したウズラ13羽の交配試験を

実施し、凍結融解PGC由来の産子が
得られるかを確認しているところであ
る。なお非凍結PGCを移植して作出さ
れた生殖系列キメラで、交配試験によ
り移植PGC由来の産子が確認された
個体については、キメラ同士の組み合
わせによる交配を行っており、移植
PGC由来の産子が得られている。これ

によりウズラにおいても移植PGC由来
の精子と卵子の受精が可能であること
が示された。

　本研究により、これまで開発して
きたニワトリにおけるPGC凍結法
および個体再生法が他の鳥類に
も応用できれば、PGCの凍結保存
による家禽遺伝資源の保存技術
は実用化へ向けて前進すると考
える。少なくともウズラにおいても
非凍結であれば個体再生は可能
であることが確認されたので、1個
体から得られる数が少ない細胞で
あるPGCを有効に保存するために

は種を超えて効率的なPGC凍結

保存法の開発やPGCの培養技術
の開発が必要である。
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３）動物遺伝資源の特性評価

＜平成24年度実績＞

計画 実績 達成率 計画 実績 達成率 計画 実績 達成率 計画 実績 達成率 計画 実績 達成率

生物研
家畜・家禽 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 －
カイコ 0 0 － 0 0 － 0 0 － 610 598 98.0% 610 598 98.0%
昆虫培養細胞 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 －

小計 0 0 － 0 0 － 0 0 － 610 598 98.0% 610 598 98.0%

農研機構　畜草研
家畜・家禽 45 45 100.0% 21 21 100.0% 36 30 83.3% 0 0 － 102 96 94.1%

農環研
検定用昆虫 2 2 100.0% 2 2 100.0% 3 3 100.0% 0 0 － 7 7 100.0%

家畜改良センター
家畜・家禽 1 0 0.0% 24 47 195.8% 43 58 134.9% 0 0 － 68 105 154.4%

計 48 47 97.9% 47 70 148.9% 82 91 111.0% 610 598 98.0% 787 806 102.4%
1次特性：品種系統などの識別に必要な形態的特性（観察または簡単な測定で調査）
2次特性：遺伝資源として利用上重要な体重、体型、生理特性および血液型（高度な分析技術を要する染色体特性等を含む）
3次特性：経済能力に関する特性（繁殖特性を含む）

実施機関
計1次特性 2次特性 3次特性 新規等

-32-



●特性評価課題

平成24年度課題
実施機関 支場・部・科・室 課題名 平成24年度実績 今後の成果の利用について
農研機構畜産草地
研究所

家畜育種繁殖研
究領域

ミツバチ性決定遺伝子多
型の世代変遷の解析と系
統保存への利用

畜産草地研究所で飼養しているセイヨウミツバチ５群を用いて
２世代、PCR-RFLP法でcsdの多型を調べた。雄蜂は、女王の生
殖細胞と同じ型を示し、一群に２種の多型が出現するはずにも
かかわらず、３種の多型を示す群があった。また、出てこないは
ずの多型を示す働き蜂個体が存在した。これらの例外を除き、
csdの多型の総数は、５群全体で40（一世代目）と42（二世代
目）であり、また世代間で共通の多型は少なかった。また、働き
蜂と雄蜂の多型から女王の交尾する雄の頭数を推定したとこ
ろ、8～12匹の雄と女王は交尾していることが推定された。例外
は、他の群からの迷い込みによると考えられる。また、５群の調
査であったが非常に高頻度にcsdは多型を示すことが明らかに
なった。このことは、通常の飼養では、近親交配を考慮する必
要が無いことを示すが、系統維持においては、大きな阻害要因
であり、人工授精等の技術の活用が不可欠であることを示唆す
る。
　（尚３世代目は、春以降解析する予定である）

　csdの多型を用いて、女王の交尾雄頭数などの基
本情報が推定できるし、また迷い込みなどの迷い
込みなども推定できることがわかり、csdは集団の
様相を調べる指標としても有効であることがわかっ
た。今後このcsdの多型情報を用いて、近親交配を
避けた系統保存に役立てることができる。また、遅
れているミツバチの選抜育種においても有効な指
標となる。
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１）植物（イネ等）ＤＮＡの受入・保存・提供

＜平成24年度実績＞

前年度 前年度 前年度
末現在 H24末 末現在 H24末 末現在 H24末

現在 現在 現在
cDNAｸﾛｰﾝ 232,313 0 0 0 0 232,313 5,000 0 0 5,000 0 0 0 0 0
RFLPﾏｰｶｰ 1,713 0 0 0 0 1,713 0 0 0 0 0 0 0 0 0
RFLPﾏｰｶｰｾｯﾄ　＊１ 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
YACｸﾛｰﾝ 7,606 0 0 0 0 7,606 0 0 0 0 0 0 0 0 0
YACﾌｨﾙﾀｰ　＊２ 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
PAC&BACｸﾛｰﾝ 1,176 0 0 0 0 1,176 0 170,000 0 170,000 0 10 10 0 0

ｸﾛｰﾝ数　計 242,808 0 0 0 0 242,808 5,000 170,000 0 175,000 0 10 10 0 0
ｾｯﾄ数　計 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

アクティブコレクション：配布対象になっているもの、非アクティブコレクション：配布対象になっていないもの

*1  RFLPマーカーセット：192クローン／2プレート／セット

*2 YACフィルター：12年度より7606クローン／1フィルター（11年度までは6952クローン／5フィルター／1セット）

区分
収集 受入 移管

配布用ＤＮＡ（プラスミド）
H24保存数の増減H24保存数の増減

アクティブコレクション 非アクティブコレクション
H24保存数の増減

増殖 配布 廃棄廃棄廃棄 受入
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２）家畜（ブタおよびウシ等）ＤＮＡの受入・保存・提供

＜平成24年度実績＞

前年度 前年度 前年度
末現在 H24末 末現在 H24末 末現在 H24末

現在 現在 現在
cDNAｸﾛｰﾝ 10,147 0 0 0 0 10,147 12,864 0 0 12,864 0 0 0 0 0
ｺｽﾐﾄﾞｸﾛｰﾝ 0 0 0 0 0 0 1,800 0 0 1,800 0 0 0 0 0
BACｸﾛｰﾝ　＊1 153,488 0 0 0 0 153,488 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｸﾛｰﾝ数　計 163,635 0 0 0 0 163,635 14,664 0 0 14,664 0 0 0 0 0

アクティブコレクション：配布対象になっているもの、非アクティブコレクション：配布対象になっていないもの

*1  BACクローンは96穴のプレートにそれぞれクローン毎に格納されており、1078枚のプレートから成っている。

　　全クローンを増殖し、適当数のクローン毎にDNAを混ぜ、スクリーニングし易い形で配布。

区分
受入

H24保存数の増減

移管 廃棄 受入収集 廃棄

H24保存数の増減
アクティブコレクション 非アクティブコレクション

増殖 配布 廃棄

配布用ＤＮＡ（プラスミド）
H24保存数の増減
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３）昆虫（カイコ等）ＤＮＡの受入・保存・提供

＜平成24年度実績＞

前年度 前年度 前年度
末現在 H24末 末現在 H24末 末現在 H24末

現在 現在 現在
cDNAｸﾛｰﾝ 21,979 0 0 0 0 21,979 0 0 0 0 0 0 0 0 0
BACｸﾛｰﾝ　＊１ 44,160 0 0 0 0 44,160 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｸﾛｰﾝ数　計 66,139 0 0 0 0 66,139 0 0 0 0 0 0 0 0 0

アクティブコレクション：配布対象になっているもの、非アクティブコレクション：配布対象になっていないもの

*1 BACクローンは96穴のプレートにそれぞれクローン毎に格納されており、1078枚のプレートから成っている。

　　全クローンを増殖し、適当数のクローン毎にDNAを混ぜ、スクリーニングし易い形で配布。

区分
H24保存数の増減

受入

非アクティブコレクション 配布用ＤＮＡ（プラスミド）

配布収集 受入 移管 廃棄 廃棄

H24保存数の増減

廃棄増殖

H24保存数の増減
アクティブコレクション
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１） 生物遺伝資源の配布（平成 24 年度実績） 
 
・配布事務の改善 

イネゲノムリソースセンターで管理し、配布しているイネゲノムリ

ソースのうち、ＤＮＡ部分であるイネ完全長ｃDNA クローンをＤＮＡ

バンクに組み入れ、その管理と配布を一元化するための配布事務

手続きの見直しを行った。平成 25 年度からは、国内外からの支払

い方法にクレジット払いを取り入れる等、利用者の利便性が向上

するよう改定する予定である。また、平成 22 年度から開始したオ

ンライン申込み（植物部門・微生物部門）の利用率は 80%を超えて

おり、効率的な事務処理が図られている。 

 

・植物遺伝資源の配布 
過去 10 年（平成 14～23 年度）の配布は、年に約 4,000～15,000

点（約 170～270 件）の間で推移してきた。年平均は 8,568 点（224

件）。平成 23 年度は 6,954 点（235 件）であった。 

平成24年度は9,767点(290件)で、昨年度の配布点数（6,954点）

に比べ 40 %増、配布件数（235 件）に比べ 23 %増となっている［表

1-1-(1)］。 

 

・微生物遺伝資源の配布 
過去 10 年（平成 14～23 年度）の配布は、年に約 700～1,800 点

（約 170～270 件）の間で推移してきた。年平均は 1,239 点（216 件）。

平成 23 年度は 1,898 点（276 件）であった。 

平成 24 年度は 1,495 点（280 件）で、昨年度の配布点数（1,898

点）に比べ21 %減、配布件数（276件）に比べ1 %増となっている［表

1-１-(2)］。 

 

・動物遺伝資源の配布 
平成 14 年度から始めた動物遺伝資源の配布は、平成 17 年度

まで年に 20～40 点台で推移し、平成 18 年度の組織再編に伴うカ

イコ配布事業の統合・拡充により増加し、平成 22 年度までは、年

に約 100～700 点（約 40～50 件）の間で推移してきた。平成 23 年

度は 109 点（43 件）であった。 

平成 24 年度は、189 点（54 件）で、昨年度の配布点数(109 点)

に比べ 73 %増、配布件数(43 件)に比べ 26 %増となっている［表

1-1-(3)］。 

 

・ＤＮＡ等の配布 
DNA 部門は、平成 8 年度からイネ DNA、平成 9 年度から家畜

DNA の配布を開始し、平成 22 年度までに累計で 25,425 点配布し

た。独法前 5 年間（平成 8 年度～平成 12 年度）の 16,215 点と、独

法後 5 年間（1 期：平成 13 年度～平成 17 年度）の 8,986 点で、累

計配布点数の 99 %（25,201 点）を占める。平成 23 年度の配布実績

は、11 点（10 件）であった。 

平成 24 年度は、16 点（10 件）で、昨年度の配布点数(11 点)に 

比べ 45 %増、配布件数(10 件)は同数となっている［表 1-1-(4)］。 
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表1-1-(1)　植物遺伝資源の平成24年度配布実績 【種類別】
（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数

50 2,862 5 132 27 1,222 20 97 6 175 108 4,488
(10) (967) (1) (8) (4) (30) (3) (20) (2) (28) (20) (1053) ※1

25 3,210 12 138 25 1,062 16 326 5 12 83 4,748 ※2
14 400 9 559 6 26 1 117 30 1,102
(3) (5) (2) (15) (5) (20)
15 739 6 11 4 14 3 12 28 776
22 729 21 1,467 9 26 5 312 57 2,534
(5) (8) (2) (8) (2) (183) (9) (199)
13 178 2 7 10 50 4 14 2 141 31 390
1 1 1 1 1 2 3 4
1 1 1 2 1 4 3 7
8 148 2 22 3 54 4 7 2 125 19 356
8 251 1 4 4 6 2 9 15 270
5 93 4 15 5 27 4 221 18 356
7 36 9 105 3 110 19 251
3 43 4 16 12 22 2 9 21 90

4 8 3 25 7 12 14 45
4 579 4 25 5 13 16 66 2 149 31 832
9 355 3 29 9 16 13 51 2 5 36 456

1 2 2 3 3 5
1 3 1 1 2 2 4 6

0 0
0 0
0 0

1 4 1 4
0 0

1 1 1 1
107 4,855 15 195 71 3,333 75 276 22 1,108 290 9,767
(18) (980) (1) (8) (8) (53) (3) (20) (4) (211) (34) (1272)

79 4,773 22 184 64 1,274 56 544 14 179 235 6,954

件数 セット数 件数 セット数 件数 セット数 件数 セット数 件数 セット数 件数 セット数

15 19 2 2 28 40 1 1 1 1 47 63
7 9 2 2 11 16 2 3 22 30

※1　（　）：少量配布（内数）
※2　下段は前年度実績

国・独法機関 都道府県 大学 民間等 外国 合計

牧草・飼料作物

果樹類

野菜類

花き・緑化植物

合計

いも類

雑穀・特用作物

種類
国・独法機関 都道府県 大学 民間等 外国

熱帯・亜熱帯植物

コアコレクション

茶

桑

種類

稲類

麦類

豆類

合計
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表1-1-(2)　微生物遺伝資源の平成24年度配布実績 【種類別】
（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数
16 55 6 22 23 527 22 49 6 39 73 692
18 384 4 16 20 170 18 48 3 11 63 629 ※
33 270 19 66 43 164 59 151 12 39 166 690
43 400 13 37 46 515 58 169 12 61 172 1,182
5 20 2 3 8 14 8 21 2 8 25 66
5 11 3 11 9 16 6 11 23 49

1 1 1 1
0 0

2 3 3 5 4 12 9 20
5 5 6 16 11 21

1 8 3 14 4 22
2 2 1 2 1 1 4 5

1 2 1 2 2 4
2 11 2 11

0 0
0 0
0 0

1 1 1 1
0 0
0 0

57 356 28 92 81 726 93 233 21 88 280 1,495
70 808 21 65 80 706 89 246 16 73 276 1,898

※　下段は前年度実績

合計

細菌

国・独法機関 都道府県 大学 民間等 外国
種類

糸状菌

植物ウィルス

動物ウィルス

原線虫

放線菌

酵母

ﾊﾞｸﾃﾘｵﾌｧｰｼﾞ

ファイトプラズマ

ウイロイド

合計
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表1-1-(3)　動物遺伝資源の平成24年度配布実績 【種類別】
（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数
1 1 1 1

0 0 ※
0 0
0 0
0 0

1 1 1 1
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

1 1 1 1
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

1 1 1 1
0 0

1 9 1 9
0 0

1 1 1 1
0 0

1 4 1 4
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

1 5 1 5
1 1 1 1

10 96 15 17 5 8 18 47 48 168
7 49 11 13 9 17 13 27 40 106

14 111 15 17 6 13 19 48 0 0 54 189
7 49 11 13 11 19 14 28 0 0 43 109

※　下段は前年度実績

合計民間等 外国都道府県 大学国・独法機関
種類

ブタ（凍結精液）

ウサギ（血液）

ウズラ（種卵）

ニワトリ(血液）

ブタ（毛根）

牛（凍結精液）

ブタ（生体）

ヤギ（凍結精液）

ヤギ（毛根）

蚕種

検定用昆虫

馬（血液）

馬（生体）

馬（凍結精液）

天敵昆虫

ウズラ（生体）

合計

昆虫培養細胞

ニワトリ(種卵）

ニワトリ(凍結精液）
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表1-1-(4)　ＤＮＡ等遺伝資源の平成24年度配布実績 【種類別】
（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数 件数 点数

イネ
1 1 2 5 7 10 10 16
2 3 1 1 4 4 7 8 ※

0 0
1 1 1 1

0 0
0 0
0 0
0 0

1 1 0 0 2 5 0 0 7 10 10 16
2 3 0 0 2 2 0 0 4 4 8 9

ブタ
0 0
0 0
0 0

1 1 1 1 2 2
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 2 2

1 1 0 0 2 5 0 0 7 10 10 16
2 3 0 0 2 2 1 1 5 5 10 11

※　下段は前年度実績

大学 民間等国・独法機関

PAC/BACｸﾛｰﾝ
(ﾁｭｰﾌﾞ)

cDNAｸﾛｰﾝ
(ﾁｭｰﾌﾞ)

BACｸﾛｰﾝ
(ｽｰﾊﾟｰﾌﾟｰﾙ)

合計外国都道府県

計

合計

BACｸﾛｰﾝ
(ﾁｭｰﾌﾞ)

BACｸﾛｰﾝ
(4Dﾌﾟｰﾙ)

種類

RFLPﾏｰｶｰ
(ﾌﾟﾚｰﾄ)

完全長cDNAｸﾛｰﾝ
(ﾁｭｰﾌﾞ)

計

cDNAｸﾛｰﾝ
(ﾁｭｰﾌﾞ)

RFLPﾏｰｶｰ
(ﾁｭｰﾌﾞ)
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表1-2-(1)　植物遺伝資源の平成24年度配布実績 【利用目的別】 表1-2-(3)　動物遺伝資源の平成24年度配布実績 【利用目的別】
（平成24年4月1日～平成25年3月31日）　　［配布点数］　 （平成24年4月1日～平成25年3月31日）　　［配布点数］　

利用目的 国・独法機関 都道府県 大学 民間等 外国 合計 利用目的 国・独法機関 都道府県 大学 民間等 外国 合計
形態特性 2 1 3 加工特性 6 6
栽培特性 395 35 686 96 259 1,471 生理特性 1 9 10
病虫害抵抗性 806 2 70 17 104 999 その他特性 5 11 14 30
ストレス抵抗性 332 119 669 117 1,237 多様性解析 0
加工特性 107 99 5 211 遺伝子解析 97 2 99
多様性解析 1,242 413 46 1,701 品種保存 1 1
遺伝子解析 1,331 829 18 1 2,179 教育 17 9 26
新品種開発 137 39 96 125 434 831 その他 8 9 17
教育 3 226 1 56 286 合計 111 17 13 48 0 189
その他 502 243 13 91 849

合計 4,855 195 3,333 276 1,108 9,767

表1-2-(2)　微生物遺伝資源の平成24年度配布実績 【利用目的別】 表1-2-(4)　DNA等遺伝資源の平成24年度配布実績 【利用目的別】
（平成24年4月1日～平成25年3月31日）　　［配布点数］　 （平成24年4月1日～平成25年3月31日）　　［配布点数］　

利用目的 国・独法機関 都道府県 大学 民間等 外国 合計 利用目的 国・独法機関 都道府県 大学 民間等 外国 合計
分類・同定 154 12 524 4 12 706 イネ
物質生産 11 17 28 遺伝子機能解析 1 5 10 16
物質分解 3 8 11 形質転換体作出 0
生物間相互作用 27 31 3 6 67 マーカー利用 0
遺伝子解析 14 9 44 8 52 127 比較ゲノム解析 0
形質転換 1 3 1 5 進化・系統解析 0
培養・保存・増殖 5 5 教育 0
薬剤感受性 34 1 6 1 42 その他 0
病害診断・病原検出・検定 61 18 50 47 15 191 計 1 0 5 0 10 16
農薬開発・生物防除 27 20 34 101 182 ブタ
発酵・食品加工 0 遺伝子機能解析 0
木材耐久性・腐朽・加工 3 18 21 形質転換体作出 0
きのこ生産 10 10 マーカー利用 0
生理・生態 10 16 1 27 比較ゲノム解析 0
新品種開発 19 12 6 29 66 進化・系統解析 0
教育 7 7 教育 0
その他 0 その他 0

合計 356 92 726 233 88 1,495 計 0 0 0 0 0 0
合計 1 0 5 0 10 16
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表2-1　植物遺伝資源配布の推移

①配布先別 [上段：配布点数／下段：配布件数]

配布先
S60～H2
年度計

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 累計

36,937 5,171 7,087 3,298 5,429 4,494 4,068 4,170 5,833 5,628 4,527 21,695 7,341 3,079 3,046 4,407 6,554 4,859 14,463 8,141 7,011 4,773 4,855 176,866
527 141 90 58 67 78 99 68 78 81 87 77 81 72 102 83 74 90 107 105 119 79 107 2,470
792 223 158 699 30 627 522 151 473 106 80 302 158 1,389 372 245 182 118 208 79 63 184 195 7,356
52 13 11 11 8 24 21 30 25 25 18 29 37 28 35 38 35 22 42 27 11 22 15 579

3,305 850 505 444 372 802 820 954 290 672 2,404 3,199 150 7,424 621 350 1,732 805 451 511 663 1,274 3,333 31,931
123 23 17 12 11 13 49 31 20 17 21 35 21 39 31 16 41 69 48 55 68 64 71 895

2,389 380 172 283 206 190 254 432 386 226 224 535 143 160 238 171 175 251 258 161 235 544 276 8,289
280 53 45 43 39 38 59 68 55 52 36 60 42 19 46 46 42 52 58 46 60 56 75 1,370

4,561 691 452 1,034 692 140 236 1,060 342 438 150 98 257 240 166 718 58 117 334 592 25 179 1,108 13,688
224 43 27 30 46 19 33 30 28 13 22 15 14 12 9 6 14 9 15 15 7 14 22 667

47,984 7,315 8,374 5,758 6,729 6,253 5,900 6,767 7,324 7,070 7,385 25,829 8,049 12,292 4,443 5,891 8,701 6,150 15,714 9,484 7,997 6,954 9,767 238,130
1,206 273 190 154 171 172 261 227 206 188 184 216 195 170 223 189 206 242 270 248 265 235 290 5,981

②種類別 [上段：配布点数／下段：配布件数]

種　類
S60～H2
年度計

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 累計

6,635 1,558 2,173 1,565 1,220 2,065 1,757 2,595 2,234 1,645 1,330 6,153 739 1,472 1,452 951 1,782 1,591 2,320 2,723 2,317 4,748 4,488 55,513
358 88 53 46 39 55 66 66 67 54 57 70 58 55 90 69 67 82 86 75 93 83 108 1,885

16,212 3,237 4,564 1,342 2,128 830 858 1,009 1,282 2,689 1,753 11,522 5,580 898 103 2,462 2,613 2,611 2,934 3,162 3,404 776 1,102 73,071
213 43 29 23 33 22 54 28 18 26 27 16 21 19 13 18 14 17 14 19 20 28 30 745

17,324 677 444 1,119 2,438 1,321 1,629 843 1,709 1,004 3,025 6,801 1,198 8,218 2,000 780 998 1,256 9,115 2,663 1,028 390 2,534 68,514
186 39 23 19 22 16 17 16 20 19 20 31 29 28 31 23 27 34 40 41 38 31 57 807
143 26 26 647 72 104 8 36 1 5 107 30 23 9 44 54 55 11 9 8 7 4 1,429
32 5 5 3 3 5 5 4 1 2 5 12 6 3 4 5 6 5 6 1 3 3 124

1,679 913 403 598 488 1,368 375 222 400 266 367 227 123 223 348 662 2,511 284 484 334 418 270 356 13,319
79 28 13 15 22 20 42 19 24 19 15 17 16 21 21 25 18 19 23 23 16 15 19 529

2,454 222 403 157 62 232 429 728 374 580 84 200 60 881 38 118 462 114 452 237 270 251 356 9,164
108 18 17 8 8 11 14 18 15 14 6 9 9 13 8 10 13 15 22 16 27 19 18 416
150 96 1 76 14 110 37 16 5 5 21 26 20 11 30 21 12 16 53 45 90 855
22 7 1 5 4 7 7 6 4 4 6 6 2 3 6 7 10 9 11 14 21 162

3,383 580 348 175 300 418 578 1,275 1,241 848 783 765 257 537 476 784 205 133 216 286 439 456 832 15,315
204 43 47 31 37 42 48 40 42 37 43 54 39 23 51 33 42 25 39 27 28 36 31 1,042
2 1 12 79 7 8 50 18 9 5 14 21 26 8 1 77 28 33 9 12 3 6 5 434
2 1 2 4 3 2 6 18 3 1 2 6 4 1 1 5 8 5 5 4 3 4 3 93

5 3 2 1 7 6 0 24
1 1 1 1 1 1 0 6

1 8 10 30 18 27 18 12 10 5 5 13 10 15 127 2 10 4 0 325
1 3 2 9 6 13 7 2 1 1 2 2 1 3 5 1 2 1 0 62
1 5 7 1 1 1 0 16
1 1 1 1 1 1 0 6

7 36 27 40 41 (30) (63) 151
4 28 20 27 25 (22) (47) 104

47,984 7,315 8,374 5,758 6,729 6,253 5,900 6,767 7,324 7,070 7,385 25,829 8,049 12,292 4,443 5,891 8,701 6,150 15,714 9,484 7,997 6,954 9,767 238,130
1,206 273 190 154 171 172 261 227 206 188 184 216 195 170 223 189 206 242 270 248 265 235 290 5,981

※ｾｯﾄ単位の配布実績。H23年度から種類毎に系統数を計上するため参考配布実績（ｶｳﾝﾄしない）。

都道府県

大学

牧草・飼
料作物

果樹類

民間等

稲類

合計

外国

いも類

雑穀・特
用作物

合計

国・独法
機関

野菜類

花き・緑
化植物

茶

桑

コアコレ
クション

熱帯・亜
熱帯植物

麦類

豆類
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表2-2　微生物遺伝資源配布の推移

①配布先別 [上段：配布点数／下段：配布件数]

配布先
S63～H2
年度計

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 累計

622 418 203 81 266 282 227 411 222 231 261 206 277 251 255 473 428 331 453 595 645 808 356 8,302
74 31 32 20 31 41 37 44 36 25 37 39 39 36 38 58 63 46 56 58 72 70 57 1,040
75 27 20 13 13 26 23 56 41 54 51 52 65 165 82 89 116 149 223 125 76 65 92 1,698
38 10 7 8 8 13 12 17 14 20 19 18 17 26 27 33 35 38 34 24 18 21 28 485

469 110 141 163 229 37 182 167 140 217 203 324 107 212 540 223 328 258 370 278 509 706 726 6,639
49 16 16 18 20 12 23 25 22 31 35 41 33 55 42 54 74 52 62 65 65 80 81 971

544 295 170 262 434 244 174 154 168 208 150 137 163 115 263 186 113 149 108 255 296 246 233 5,067
162 58 47 60 56 46 50 52 58 60 47 41 57 47 64 58 49 55 41 52 78 89 93 1,420

8 32 14 40 30 35 65 8 133 144 143 73 69 114 95 197 188 267 71 73 88 1,887
4 2 2 10 4 10 5 2 17 34 26 11 14 14 20 25 23 17 15 16 21 292

1,718 882 548 519 942 629 636 823 636 718 798 863 755 816 1,209 1,085 1,080 1,084 1,342 1,520 1,597 1,898 1,495 23,593
327 117 104 106 115 122 126 148 135 138 155 173 172 175 185 217 241 216 216 216 248 276 280 4,208

②種類別 [上段：配布点数／下段：配布件数]

種　類
S63～H2
年度計

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 累計

759 483 260 244 391 266 280 386 239 258 289 204 338 214 285 399 268 388 553 420 607 629 692 8,852
139 50 45 41 46 47 42 49 41 39 48 60 61 50 60 65 73 52 56 54 73 63 73 1,327
864 354 263 242 508 335 318 384 345 373 454 623 368 569 877 616 754 640 689 1,040 890 1,182 690 13,378
117 45 50 50 54 58 66 80 75 79 91 97 89 106 106 125 138 135 136 139 148 172 166 2,322

植物 39 22 11 27 37 19 35 45 46 40 31 22 42 18 31 40 37 35 35 46 81 49 66 854
ウイルス 19 9 4 12 14 11 15 16 15 10 9 11 17 9 14 14 18 16 9 15 20 23 25 325
動物 35 11 10 5 1 1 2 9 4 2 4 1 2 1 1 89

ウイルス 34 10 2 2 1 1 1 3 1 1 3 1 2 1 1 64
5 1 2 4 1 2 1 1 5 1 4 11 1 5 1 21 20 86
5 1 2 2 1 1 1 1 2 1 3 9 1 4 1 11 9 55

マイコ 1 0 1
プラズマ 1 0 1

6 2 2 2 1 17 14 13 4 7 15 10 4 7 4 16 5 22 151
6 1 1 2 1 2 3 4 3 3 4 3 1 6 3 5 4 4 56
9 11 1 6 2 1 6 3 19 6 1 3 1 1 50 5 11 4 140
6 2 1 1 2 1 1 2 4 3 1 2 1 1 4 1 2 2 37

バクテリオ 4 4 5 0 13
ファージ 3 1 2 0 6

1 1 1 0 3
1 1 1 0 3

2 0 2
1 0 1

3 11 10 24
3 3 5 11

1,718 882 548 519 942 629 636 823 636 718 798 863 755 816 1,209 1,085 1,080 1,084 1,342 1,520 1,597 1,898 1,495 23,593
327 117 104 106 115 122 126 148 135 138 155 173 172 175 185 217 241 216 216 216 248 276 280 4,208

※H18以降は動物遺伝資源部門にて集約

合計

国・独法
機関

都道府県

民間等

外国

大学

酵母

合計

細菌

糸状菌

原線虫

放線菌

ファイトプ
ラズマ

培養細胞
※

ウイロイ
ド
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表2-3　動物遺伝資源配布の推移

①配布先別 [上段：配布点数／下段：配布件数] ②種類別 [上段：配布点数／下段：配布件数]

配布先
H14
年度

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 累計 種類
H14
年度

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 累計

32 18 6 20 181 158 94 648 23 49 111 1,340 1 4 11 1 17
12 7 3 7 20 20 17 12 7 7 14 126 1 1 2 1 5
5 2 2 5 4 24 38 19 13 17 129 4 1 1 0 6
3 1 2 3 4 17 19 17 11 15 92 2 1 1 0 4
2 19 12 5 21 28 49 28 41 19 13 237 1 1 1 0 3
1 5 2 2 10 9 16 9 15 11 6 86 1 1 1 0 3

10 4 8 13 38 21 19 34 31 28 48 254 2 0 2
5 3 5 8 18 14 8 16 13 14 19 123 1 0 1

0 0 0 12 0 12
0 0 0 1 0 1

49 43 26 40 245 211 186 748 114 109 189 1,960 2 0 2
21 16 10 19 51 47 58 56 52 43 54 427 1 0 1

1 0 1
1 0 1

3 0 3
2 0 2
1 0 1
1 0 1
1 0 1
1 0 1

14 4 4 4 4 0 30
2 1 1 1 1 0 6

1 1
1 1

16 9 25
1 1 2
1 1 2
1 1 2

1 4 5
1 1 2

17 6 23
4 1 5

1 0 1
1 0 1

1 2 4 0 7
1 2 2 0 5
0 3 11 10 11 8 16 7 1 1 5 (68)49
0 3 3 5 4 3 5 2 1 1 1 (27)17

27 20 21 39 224 198 138 720 108 106 168 1,769
14 10 7 18 43 42 44 51 49 40 48 366
49 43 26 40 245 211 186 748 114 109 189 1,960
21 16 10 19 51 47 58 56 52 43 54 427

※H17以前は微生物遺伝資源部門にて集約。累計欄の（　）はH14年度からの累計

大学

国・独法機関

都道府県

馬（生体）

牛（凍結精液）

馬（血液）

ニワトリ(凍結精液)

ニワトリ(種卵）

ヤギ（毛根）

ブタ（毛根）

ブタ（生体）

ウズラ（生体）

ウサギ（血液）

ヤギ（凍結精液）

民間等

ニワトリ(血液）

外国

合計

馬（凍結精液）

ブタ（凍結精液）

ウズラ（種卵）

合計

蚕種

マウス

天敵昆虫

検定用昆虫

昆虫培養細胞※
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表2-4　ＤＮＡ等配布の推移

 ①配布先別 [上段：配布点数／下段：配布件数]
配布先 H8年度 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 累計

529 420 673 1,697 1,234 1,283 1,468 467 392 243 129 1 2 3 1 3 1 8,546
20 32 56 62 101 133 77 42 22 10 2 1 1 2 1 2 1 565

23 323 41 12 0 0 399
4 7 3 1 0 0 15

492 393 364 275 160 359 323 62 19 1 1 7 5 22 2 5 2,490
30 53 49 43 28 34 35 14 4 1 1 5 4 9 2 2 314
6 78 30 39 48 162 39 1 0 403
3 9 8 8 8 9 5 1 0 51

2,529 1,147 1,513 2,299 2,289 1,934 1,345 421 26 43 15 21 5 3 9 5 10 13,614
170 154 148 163 145 113 93 40 8 6 3 3 5 3 6 5 7 1,072

3,556 2,038 2,580 4,310 3,731 3,761 3,498 991 449 287 144 23 14 11 32 11 16 25,452
223 248 261 276 282 293 217 99 35 17 5 5 11 9 16 10 10 2,017

　
②種類別 [上段：配布点数／下段：配布件数]

種類 H8年度 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 累計
イネ

PAC/BACｸﾛｰﾝ 9 22 8 16 55
(ﾁｭｰﾌﾞ) 8 12 7 10 37

cDNAｸﾛｰﾝ 594 809 899 1,755 1,451 2,205 1,965 471 33 50 15 5 1 0 10,253
(ﾁｭｰﾌﾞ) 167 183 174 193 192 228 173 64 12 10 3 3 1 0 1,403

RFLPﾏｰｶｰ 2,944 1,168 1,606 2,465 2,119 1,325 452 156 50 0 0 12,285
(ﾁｭｰﾌﾞ) 43 38 60 67 61 45 16 11 7 0 0 348

RFLPﾏｰｶｰ 2 17 15 9 13 8 1 1 4 1 0 0 71
(ﾌﾟﾚｰﾄ） 2 15 14 6 12 8 1 1 2 1 0 0 62

YACｸﾛｰﾝ 16 17 10 7 8 3 61
(ﾌｨﾙﾀｰ) 11 10 8 4 6 3 42

3,556 2,011 2,530 4,236 3,591 3,541 2,418 628 87 51 15 0 5 9 22 9 16 22,725
223 246 256 270 271 284 190 76 21 11 3 0 3 8 12 8 10 1,892

ブタ
cDNAｸﾛｰﾝ 27 1 0 0 28

(ﾁｭｰﾌﾞ) 2 1 0 0 3
完全長cDNAｸﾛｰﾝ 23 7 10 2 0 42

(ﾁｭｰﾌﾞ) 5 7 4 2 0 18
BACｸﾛｰﾝ 24 6 112 191 996 329 303 199 129 2 2 0 0 2,293
(ﾁｭｰﾌﾞ) 1 1 8 6 20 16 8 3 2 1 1 0 0 67

BACｸﾛｰﾝ 24 45 25 22 69 23 44 22 0 0 274
(ｽｰﾊﾟｰﾌﾟｰﾙ) 2 3 2 1 4 2 2 1 0 0 17

BACｸﾛｰﾝ 1 23 3 7 15 11 15 15 0 0 90
(4Dｽｰﾊﾟｰﾌﾟｰﾙ) 1 2 1 2 3 5 4 2 0 0 20

27 50 74 140 220 1,080 363 362 236 129 23 9 2 10 2 0 2,727
2 5 6 11 9 27 23 14 6 2 5 8 1 4 2 0 125

合計

合計

国・独法機関

都道府県

大学

外国

合計

民間等
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図．　生物遺伝資源配布の推移
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２）生物遺伝資源の情報管理提供 
ア）出版物 
＜平成 24 年度実績＞ 
 
 植物遺伝資源探索導入調査報告書（第 28 巻） 

平成 25年 1月発行 
I. 国内探索収集調査報告 

1. Collection and conservation of wild leguminous crop relatives on Oki 
islands, Shimane, Japan, 2011（島根県隠岐島におけるマメ科植物遺伝
資源の探索収集、２０１１年）  Tomooka Norihiko・Hirashima 
Shinya・Inoue Junji（友岡憲彦・平島信也 ・井上順二） 

2. Collection and conservation of wild leguminous crop relatives on 
Ishigaki-jima, Iriomote-jima and Kuro-shima islands, Okinawa, Japan, 
2011（沖縄県石垣島、西表島、黒島におけるマメ科植物遺伝資源の
探索収集、２０１１年）Tomooka Norihiko・Yoshida Yutaro・Naito 
Ken・Akatsu Tetsuya・Yokoyama Tadashi（友岡憲彦・吉田裕太郎・
内藤健・赤津哲也・横山正） 

3. 紀伊半島におけるツルマメの探索・収集 山田哲也・羽鹿牧太・山
田直弘・平田香里・坪倉康隆 

4. 九州南部および種子島における野生大豆（ツルマメ）の収集 大木
信彦・河野雄飛 

5. 宮城県及び山形県におけるジュズダマ探索・収集 本田 裕 
6. 宮崎県北東部、大分県東部および鹿児島県薩摩半島南部の沿岸地域

におけるサトウキビ野生種の探索と収集 服部太一朗・境垣内岳
雄・松崎直哉・山下浩 

7. 温暖地におけるクサヨシ遺伝資源の収集(2011 年) 上山泰史・久保
田明人 

8. 沖縄県先島諸島における在来カンキツ遺伝資源の探索収集 喜多 
正幸・與那嶺 要・棚原 尚哉・竹内 誠人・照屋 真紀子・粟國 
佳史 

9. 屋久島におけるブルーベリー近縁種シャシャンボの探索・収集 伊
藤祐司 
 

II. 海外共同調査報告 
1. Collection and conservation of leguminous crops and their wild relatives 

in Cambodia, 2011（カンボジアにおけるマメ科植物遺伝資源多様性
の保全、２０１１年）Tomooka Norihiko・Thong Ra・Thun Vathany・
Ty Channa・Ouk Makara（友岡憲彦・Thong Ra・Thun Vathany・Ty 
Channa・Ouk Makara） 

その他 
1. 北海道におけるオギ遺伝資源の探索・収集 眞田康治・小路 敦・

田村健一・奥村健治 
2. ラオス北部における伝統的作物および有用植物の共同現地調査（２

０１１年） 河瀬真琴・Souvanh THADAVONG・渡邊和男 
3. Collaborative Exploration for Panicum maximum Genetic Resources in 

Kenya, March, 2012 Masumi EBINA, David Miano MWANGI, George 
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ウ）Web サイトの運用・開発 
＜平成 24 年度実績＞ 
情報提供を広く効率的に行うため Web サイト(http://www.gene.affrc.go.jp/)を運用・開発している。24 年度は、植物遺伝資源について、コムギ（日

本）とダイズ（日本・世界）のコアコレクションのページを作成し、元系統品種の来歴・特性評価データとともに公開した。また、植物遺伝資源
Web 検索システムに、一粒由来ダイズの検索機能およびイネ SNP 情報の公開機能を作成した。微生物遺伝資源については、DNA 塩基配列データ
公開の拡充を図るため、塩基配列の追加・更新、及び遺伝子領域の追加を遺伝資源データベースに行った。動物遺伝資源については、平成 21 年度
完了委託課題報告集を編集し、Web サイトから公開した。また、日本植物病名データベースにおいては、外部関連サイトと病名ごとにリンク機能
を構築し、病徴写真や防除法などを参照可能にした。現在リンクする外部関連サイトの数は 8 であり、外部リンクがある病名数:は 1527 (病名総数
は 11398 なので 13.4%)である。 

Web アクセス件数は、平成 24 年 11 月までの 1 年間が 6,251,487 件であ
り、昨年同期の 7,256,717 件に比べると減少したが、依然として多くのアク
セスがある。内訳は右のとおりである。また、コンテンツを含めた更新履
歴は以下のとおりである。 
月日 – 内容 
12/22 - 病名 DB (収録データをアップデート / 外部サイトリンク機能 

/ Host Family 検索@英語版) 
12/22 - リンク (微生物分野) 
12/22 - トップページ画像差し替え (冬の圃場) 
12/22 - リンク (学協会情報発信サービス終了対応) 
01/05 - 出版物 (微生物遺伝資源探索収集調査報告書 vol.24 を掲載) 
01/10 - 病名 DB←→微生物検索の対応関係更新 
01/10 - イベント等 (NIAS-FAO International Symposium の写真を掲載) 
02/01 - 出庫業務再開について告知 
02/17 - 植物画像データベースリニューアル 
02/17 - オンライン配布申込 (遺伝資源詳細画面からの配布申込機能) 
02/17 - 国際的活動 (The 14th NIAS International Workshop の

Proceedings) 
02/17 - トップページ画像を差し替え (JP174251 八重咲寒紅 + 雪) 
02/17 - URL チェック機能の強化 
02/20 - リンク (微生物分野アップデート) 
03/07 - 動物部門概要 (黄色・はばたきをカウントに追加) 
03/14 - 各種 Web 検索 (SQL Error 対策強化) 
03/15 - 植物画像データベース (茶、かきの追加) 

03/27 - 微生物 Web 検索 (植物ウイルスの塩基配列追加) 
03/29 - リンク (九州沖縄農業研究センターURL 修正) 
04/03 - オンライン配布申込 (郵便番号からの住所入力補助機能) 
04/03 - リンク (微生物分野アップデート) 
04/10 - 病名 DB (収録データをアップデート。ゆれの大幅な修正) 
04/10 - 概要 (パンフレットデータ差し替え) 
04/10 - トップページ画像を差し替え (エドヒガン) 
04/13 - 出版物/国際的活動 (NIAS-FAO symposium proceedings - FAO

サイトへのリンク) 
04/16 - 関係者用植物 Web 検索 (来歴 CSV ファイルにおいて英語デー

タを極力併記するように改修) 
04/18 - 配布申込ページ (種子庫改修工事についての言及を削除) 
04/23 - おしらせ (一般公開の開催報告) 
05/01 - 病名 DB (関連微生物株の更新) 
05/10 - リンク (微生物・植物分野リンク切れの修正) 
05/16 - 遺伝資源の受入 (IPOD→NITE の件対応) 
05/25 - オンライン配布申込 (すでに申込み予定リストに加えられた

状態のものについては「申込」の代わりに「削除」ボタンを表
示する) 

05/25 - 出版物 (植探報 27 掲載) 

トップページ   61,040 動物検索   7,234
植物検索   652,277  動物画像    24,166 
植物画像   186,329  植物病名  2,158,911 
微生物検索  723,763  その他  2,437,767 
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05/25 - トップページ画像を差し替え (ばれいしょの花) 
06/01 - 病名 DB (収録データをアップデート) 
06/01 - 微生物 Web 検索 (再同定者名の公開) 
06/07 - 病名 DB (外部サイト「新発生病害虫/北海道病害虫防除所」追

加) 
06/13 - オンライン配布申込 (点数が200を超えるような場合のバグ修

正) 
06/13 - 病名 DB (関連微生物株の更新等) 
06/19 - 病名 DB (外部サイト「病害虫データベース/島根県農業技術セ

ンター」追加) 
06/26 - 病名 DB (外部サイト「有用植物病害診断ファクトデータベー

ス/中央農業総合研究センター」追加) 
06/27 - 微生物部門概要 (属数、種数を含めた自動集計) 
07/03 - コムギコアコレクション公開 
07/03 - 植物 Web 検索 (収集地点の表示機能 w/Google Maps) 
07/03 - トップページ画像を差し替え (ダイコンの花) 
07/04 - 植物 Web 検索英語版 (収集地点の表示機能 w/Google Maps) 
07/04 - 微生物 Web 検索 (病名 DB へのリンク生成条件拡張) 
07/09 - コムギコアコレクション英語版公開 
07/25 - 微生物 Web 検索 (塩基配列追加。3460 点→5417 点) 
07/31 - 植物 Web 検索 (植物サムネイルダウンロード、分離派生元参

照機能) 
08/10 - 植物 Web 検索 (一粒由来の遺伝資源が標準配布不可である件

に対応) 
08/10 - 微生物 Web 検索 (Plectosporium 属菌塩基配列) 
08/28 - 植物 Web 検索 (一粒由来検索機能追加 / 親系統が非公開であ

る場合の「元 JP 番号」非表示) 
08/28 - 病名 DB (外部サイト追加。高知県農業振興部・大阪府植物防

疫協会・愛知県農業総合試験場・やまがたアグリネット) 

08/28 - トップページ画像を差し替え (棚田@愛媛県愛南町) 
09/07 - 病名 DB (発生区分による検索機能を追加) 
09/13 - 病名 DB (微生物遺伝資源とのリンクを更新) 
10/02 - 植物 Web 検索英語版 (一粒由来の表示) 
10/14 - 微生物 Web 検索 (EF1-αの追加、一部 ITS の差し替え更新) 
10/18 - 病名 DB (関連菌株/関連宿主があるもののみに限定するオプシ

ョン追加、英語版外部サイト名を英語表記に変更) 
10/23 - 植物Web検索 (イネSNPの公開、グラフィカルジェノタイプ、

特性検索オプション追加) 
11/02 - 病名 DB (こうち農業ネットのリニューアルによるリンク切れ

を修正) 
11/08 - ダイズコアコレクション(日本・世界)公開 
11/08 - 平成 23 年度事業実績報告書掲載 
11/08 - トップページ画像を差し替え (3 種類のダイズ - エンレイ・青

端豆・新丹波黒) 
11/12 - 出版物 (植物遺伝資源探索導入調査報告書について、本文の言

語に合わせてタイトル表記を変更) 
11/12 - 日本ダイズコアコレクション(2012年版)の配布終了を告知 (予

定数量に達したため) 
11/19 - 関係者用動物 Web 検索 (保有担当による検索機能および詳細

画面における情報表示) 
11/21 - 微生物 Web 検索 (塩基配列追加 195 点、更新 66 点) 
11/28 - ダイズコアコレクション (論文 URL 更新) 
11/28 - 国際的活動 (The 14th NIAS International Workshop 目次ファイ

ル更新) 
12/11 - 出版物 (微生物遺伝資源利用マニュアル No.12 の改訂版およ

び No.32 を掲載) 
12/13 - 出版物 (動物遺伝資源部門完了委託課題報告集 平成21年度を

掲載) 
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エ）生物遺伝資源データベースシステムの開発状況 
 
＜平成 24 年度実績＞ 
遺伝資源データベース等の開発状況では、植物遺伝資源については、植物特性評価マニュアルの改訂に伴い、植物特性評価データ管理プログラ

ムと植物事業実績計画 Web 登録システムの機能更新を行った。微生物遺伝資源については、微生物遺伝資源のオンライン登録フォーム（微生物遺

伝資源 Web 登録システム）を開発し運用を開始した。動物遺伝資源については、サブバンクが行う年間事業実績計画のオンライン登録フォーム（動

物事業実績計画 Web 登録システム）に ANJP 番号に対応する入力フォームを新設した。また、微生物遺伝資源において開発・使用している、論文

や単行本などの文献データと MAFF 番号との対応付けを管理するシステムを、植物・動物でも利用できるように共通化を図った。そのために、文

献等管理のテーブルを共通用に更新し、各文献と JP 番号・ANJP 番号との対応付けを入力・管理する植物・動物文献データ管理プログラムを新規

開発した。 
センターバンクの業務効率化を支援する、集計リストを Excel 用ファイルとしてダウンロードする機能については、メーリングリスト一覧、増

殖依頼発芽率(再増殖前後の発芽率比較)、在庫僅少株など使用頻度の高い 5 件を新規開発した。 
新規開発および機能変更等は以下のとおりである。 
 

部門共通 
（新規開発） 

植物・動物文献データ管理プログラム 
（機能変更等） 

配布作業プログラム 
 
植物遺伝資源部門 
（新規開発） 

発芽試験作物リスト出力プログラム 
（機能変更等）17 件 

植物事業実績計画 Web 登録システム、植物遺伝資源来歴情報管理プ

ログラム、植物遺伝資源来歴情報検索専用プログラム、植物特性評

価データ管理プログラム、植物特性評価データ管理ロック解除プロ

グラム、植物特性評価マニュアル PDF 出力プログラム、仮登録特性

評価マニュアル本番移行プログラム、植物画像登録プログラム、貯

蔵種子在庫状況検索プログラム、新規受入プログラム、増殖受入プ

ログラム、管理作業プログラム、センターバンク発芽試験材料選定

プログラム、発芽試験リスト印刷プログラム、再増殖特性評価申込

仮登録プログラム、永年庫入庫プログラム、永年庫出庫プログラム 
 
微生物遺伝資源部門 
（新規開発） 

微生物遺伝資源 Web 登録システム 
公開菌株の通知機能 

（機能変更等） 
一般微生物来歴情報管理プログラム 
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一般微生物来歴情報検索専用プログラム 
微生物関連コード管理プログラム 
微生物特性評価データ管理プログラム 
微生物受入株入庫場所登録プログラム 

 
動物遺伝資源部門 
（機能変更等） 

動物事業実績計画 Web 登録システム 
動物遺伝資源情報管理プログラム 
動物特性評価データ管理プログラム 

 

センターバンク用 Web 検索システム 
Excel 用ファイル出力機能 

（新規開発） 
＜共 通＞ メーリングリスト一覧 
＜植 物＞ 増殖依頼発芽率(再増殖前後の発芽率比較) 
＜微生物＞ 在庫僅少株、同名菌株、花き病害→病名 DB リンク

作成用 
（機能変更等） 

＜植 物＞  植物特性評価マニュアル CSV 版の URL リスト 
＜GB 事業推進室＞ 配布点数のカウント 
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オ）DNA 情報の管理・提供に関する主要事項及びトピックス＞ 

 

１．NIAS DNA バンクホームページの維持・公開 

DNA バンクホームページ上で、収集した DDBJ の定期リリース情報を加工・再構築し、ホモロジー検索(BLAST 検索)システム、

キーワード検索システムを通して、情報提供した。また、農林水産省のプロジェクトで開発されたイネ関連、家畜関連及びカ

イコ関連のデータベースを一元化して、統合データベースとして公開している。NIAS DNA バンクＨＰへのアクセスは、１ヶ月

平均 約７０００件である（図１）。ロボットのアクセス数は除外。 

２．イネ遺伝子発現データベース；RiceXPro Ver3（図２） 

本データベースは、これまで３種類のデータセットで公開されてきたが、農水受託プロジェクトの終了に合わせて、論文発

表とともに全データが公開され、データベースもバージョンアップされた。公開データは、フィールドデータ 572、植物ホルモ

ンデータ 143 データ及び組織・器官タイプデータ 38、合計 753 データである。多種類のデータを遺伝子名、染色体ローカス名

で一括して閲覧するインターフェース機能も装備されており、利便性の向上が図られている。 

３．イネの共発現解析データベース；RiceFREND（図３） 

 本データベースは、イネの未知遺伝子の機能予測や特定の現象にかかわる新規遺伝子の探索に利用できる共発現データベー

スである。本データデースの特徴１：使用したマイクロアレイデータは、公的データベースから収集したものではなく、１研

究室、１プラットフォーム（Agilent 社アレイシステム）、同一解析室で収集した遺伝子発現データであり、より信頼性の高い

解析結果が得られる。本データデースの特徴２：機能未知遺伝子の生物学的機能を予測するため、２つの統計解析ツール、Gene 

Ontology (GO) enrichment 解析機能（共発現遺伝子群の中に有意に濃縮された GO term を見つけ出すツール）およびシスエレ

メント解析機能（共発現遺伝子群の上流域にユーザが指定した配列が統計的に有意に存在するか調べるツール）を装備してい

る。本データデースの特徴３：解析データの閲覧のために、グラフィカルユーザインターフェースを多用し、遺伝子ネットワ

ークを視覚的に理解し易くするため、３つのビューワ、HyperTree, CytoscapeWeb, Graphvizformats を装備している。（図４）。 

４．イネフィールドトランスクリプトームデータベース：FiT-DB（図４） 

本データベースは、圃場で育成させたイネの葉の遺伝子発現データ（マイクロアレイデータ）とその変動の背景にある要因（特

に気象データ）の統計モデリング解析結果のデータベースである。個々の遺伝子の発現が、気象条件（気温、日射量など）、

概日時計、日齢からどのような影響を受けているかを調べることのできるデータベースである。 
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